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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

▼
熊
本
地
震
を
リ
ポ
ー
ト
。
災

害
だ
け
で
な
く
市
民
の
活
動
も

記
録
す
る
べ
く
奔
走
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
支
援
の
か
た
ち
が
あ

り
ま
し
た
が
、
誰
も
が
生
き
生

き
し
て
い
て
、
と
て
も
頼
も
し

く
見
え
ま
し
た
▼
世
界
中
か
ら

届
く
支
援
に
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
被
災
地
に
な
っ
て
初
め
て

分
か
る
気
持
ち
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
ご
恩
を
忘
れ
ず
に
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

野
中
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編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

▼
地
震
の
被
害
状
況
を
確
認
す

る
た
め
市
内
各
地
を
取
材
し
ま

し
た
。
家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
崩

れ
、
落
石
、
道
路
の
陥
没
な
ど

い
た
る
と
こ
ろ
に
地
震
の
爪
痕

が
残
さ
れ
て
い
て
、
あ
ら
た
め

て
地
震
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

▼
防
災
情
報
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。（
25
ペ

ー
ジ
）
今
後
の
防
災
行
政
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

楳
田
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
5/29 5/30 5/31 1

●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

2
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

3 4
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図

5
◆第 30 回歯とお口
の健康展
10:00 ～ 15:00
菊池郡市歯科医師会
館

6
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

7
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
●新米ママの子育て
おしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

8
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

9
◆すくすく講座
10:30 ～児童セ
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）泗支所

10
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）泗支所

11
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

12 13
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

14
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
●新米ママの子育て
おしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

15
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

16
◆すくすく講座
10:30 ～児童セ
■行政無料相談
13:00 ～15:00
泗支所

17
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）
菊中公

18
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会 
14:00～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図

19
●おたのしみ会
14:00 ～泗　図

20 21
■認知症サポー
ター養成講座
14:00 ～菊中公
●新米ママの子育て
おしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

22
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

23
◆すくすく講座
10:30 ～児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護
家族のつどい
13:30 ～15:30

24
●おはなしの部屋 
11:00～泗　図

25
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図
◆第39回菊池まちづ
くり道場
19:00 ～松倉邸

26
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町

27
■納税相談夜間窓口
～7/1まで
～20:00税務課

28
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

29
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

30
◆すくすく講座
10:00 ～児童セ

7/1
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

7/2
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

●新米ママの子育て
おしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

7/3 7/4 7/5
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

7/6
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ

7/7
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

7/8 7/9

復
興
の
光

熊
本
地
震
リ
ポ
ー
ト



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
４月 30 日、菊之池小の子
どもたちが休校中の校舎を
訪れ、自衛隊の皆さんと給
水活動をしました。空き時
間にはサッカーしたりおに
ごっこしたり、隊員は子ど
もたちにひっぱりだこ。「菊
池の子どもたちはすごく
元気ですね」と笑いながら
軽々とおんぶしていました。

４月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：49,751 人 － 7
男　性：23,913 人 － 9
女　性：25,838 人 2
世　帯：18,717 世帯 29

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,560 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 27,884 人 57%
65 歳以上 　： 15,307 人 30%

■ i 広報紙とは
　いつでもどこでも広報紙を読むことができるようになる
スマートフォン用無料アプリです。毎月広報紙が発行され
るとお知らせが届きます。他の自治体の広報紙も読むこと
ができます。
　詳しくは i 広報紙のホームページをご覧ください。
Ⓗ http://ikouhoushi.jp/lp/kumamoto_kikuchi
　　　　　　　　　　　　QR コード↓

3 菊池人　サラ・ブラウンさん

4

～

21

熊本地震リポート 

復興の光
22

～

25
生活支援に関する情報
情報を知る
防災情報に関するアンケートにご協力ください

26 各区の区長（連絡事務嘱託員）を紹介します

28 健康だより
子どものお口の健康を守りましょう
子宮頸がん・乳がん無料クーポン券／平成 28 年度乳がん
個別検診を実施します／献血にご協力ください／歯ッピー
キッズ

30
31

災害から身を守るために
国民年金情報

32
33

文芸きくち
図書だより

34
35

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

36

～

42

情報つう
▼お知らせ
熊本県風しん抗体検査／風しん予防接種費用を助成します／コ
ミュニティ活動補償制度をご利用ください／平成 27 年度分情報公
開実施状況の公表／６月の「税」の納期限／児童手当現況届／労働
安全衛生法に基づく免許試験／第２回菊池市民劇開催を延期しま
す／介護予防ミニ講座／参議院選挙が７月に予定されています／
菊池市スポーツ大会出場報奨金／菊池市営住宅補充入居者募集を
延期します／停電のお詫びとご協力のお礼／個人が管理する浄化
槽の寄付を受け入れます／市民会館の利用方法が変わります／儲
かる農業を支援します／平成 29 年３月新規学校卒業者対象説明会
／平成 28 年度経済センサス活動調査を延期します
▼募集
放送大学 10 月生募集／第 29 回きくち童謡唱歌祭参加者募集／シ
ニアワークプログラム講習会受講者募集／職業訓練コース／いき
いき食堂マイスター養成講座参加者募集／第５回小笠原諸島アド
ベンチャースクール参加者募集／障がい者対象職業訓練受講生募
集／菊池市成人式実行委員を募集します／健康チェック測定会参
加者募集／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター小学生水泳教室生徒募集幸せ
さがし「合コン」～パート 44 ／樹木管理講習会参加者募集／きく
ち夏まつり白龍・子白龍担ぎ手大募集
▼相談
男女共同参画専門委員相談／「人権擁護委員の日」をご存知です
か／納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／
もの忘れ相談会
▼講演・講習・イベント
認知症サポーター養成講座／未就学児のためのすくすく講座／第
39 回菊池まちづくり道場

43 市民の広場／菊池市健康づくり大会

44
45

シリーズ文教の偉人／ TOPICS ～まちの話題～
菊池っ子だより

46
47

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

外国語指導助手（ＡＬＴ）

サラ・ブラウンさん37

1.2_ 防災情報はスマートフォンで発信。「しばらくは画面を見るのが嫌になるくらい投
稿していました（笑）」3_ 昨年の菊池夏祭りではファッションショーに参加。地区のイベ
ントで司会を引き受けるなど地域活動にも積極的に参加している

２１ ３

世界中の人に
菊池の魅力を
伝えたい

　
「
日
本
語
が
分
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
た
い
と
い
う
一
心
で
し
た
」

　

熊
本
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
交
通
、
天
気
、

営
業
し
て
い
る
店
舗
な
ど
、
防
災
に
役
立
つ

情
報
を
英
語
で
発
信
し
続
け
た
。
こ
の
行
動

が
米
国
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日

大
使
の
耳
に
ま
で
届
き
「
米
国
民
の
励
み
に

な
っ
た
」
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

来
日
当
初
、
勉
強
し
て
き
た
は
ず
の
日
本

語
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
落
ち
込
む
日
々
を

過
ご
し
た
。
熱
が
出
て
も
病
院
に
行
け
ず
一

人
で
苦
し
ん
だ
思
い
出
も
あ
る
。「
き
っ
と

同
じ
よ
う
な
人
が
い
る
」。
過
去
の
自
分
を

重
ね
、
奮
い
立
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を

集
め
て
英
語
に
翻
訳
。
外
国
人
向
け
の
交
流

サ
イ
ト
に
投
稿
し
た
。
不
眠
不
休
で
発
信
し

続
け
、
多
い
と
き
に
は
１
日
で
３
０
０
件
近

く
書
き
込
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
サ
イ
ト
に
は

た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
訪
れ
、
感
謝
を
伝
え

る
コ
メ
ン
ト
が
並
ん
だ
。

　
「
平
常
時
に
も
緊
急
時
の
対
応
や
日
頃
の

備
え
に
つ
い
て
多
言
語
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。「
外
国
語
の
防
災
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
、
外
国

人
向
け
の
防
災
情
報
を
充
実
す
る
こ
と
も
大

事
な
観
光
Ｐ
Ｒ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
菊
池
の
魅
力

を
伝
え
た
い
」。日
本
語
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
翻
訳
し
、
外
国
人
観
光
客
に
提
供
す
る

な
ど
、
ま
ち
の
宣
伝
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。「
菊
池
は
大
好
き
な
ま
ち
。
都

会
で
も
な
く
田
舎
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
が
ち
ょ

う
ど
い
い
。
こ
れ
か
ら
も
菊
池
の
い
ろ
ん
な

情
報
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
」

Profile　Sara Brown
昭和 63 年 10 月 17 日生まれ。米国
アラバマ州ニューオーリンズ出身。平
成 23 年 7 月から熊本県立菊池高等学
校に外国語指導助手（ALT）として勤務。
ALT 歴５年目。高野瀬区在住。27 歳。
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同
じ
地
域
で
震
度
７
を
立
て
続
け
に
2
度
も
観
測
す
る
と
い
う

前
例
の
な
い
大
地
震
は
、
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

現
在
も
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

多
く
の
人
が
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
な
か
、
被
災
地
復
興
の
た
め
に
市
民
が
動
き
出
し
た
。

熊
本
地
震
を
振
り
返
り
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

「
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
」

　
４
月
14
日
午
後
9
時
26
分
。
轟
音

と
と
も
に
地
面
か
ら
突
き
上
げ
る
よ

う
な
縦
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
続
い
て

緊
急
事
態
を
告
げ
る
携
帯
電
話
の
ア

ラ
ー
ム
音
が
鳴
り
響
き
、
お
よ
そ
20

秒
間
、
横
揺
れ
が
続
い
た
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
＝
Ｍ
）６・５
。

市
役
所
２
階
に
あ
る
震
度
計
は
５
強

を
示
し
て
い
た
。
そ
の
約
40
分
後
に

は
震
度
５
弱
を
観
測
。
続
け
ざ
ま
に

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
部
屋
の
い

た
る
と
こ
ろ
か
ら
物
が
倒
れ
る
音
や

壁
の
軋
む
音
が
聞
こ
え
た
。

「
警
戒
」か
ら「
対
策
」へ

最
大
規
模
の
体
制
で
備
え
る

　
市
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
直

ち
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
。
し
か

し
、
余
震
の
数
と
規
模
の
大
き
さ
が

尋
常
で
は
な
く
、
被
害
の
発
生
と
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、午
後
10
時
、

災
害
対
策
本
部
へ
の
移
行
を
決
定
。

に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を
呼
び
掛

け
た
。
広
範
囲
が
停
電
し
、
信
号
機

も
停
止
。
電
話
は
通
じ
に
く
く
な
り

断
水
も
発
生
し
た
。
沿
道
に
は
毛
布

に
く
る
ま
っ
て
避
難
す
る
人
々
の
姿

が
見
え
、
通
学
路
だ
っ
た
歩
道
に
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
て
い
る
。

　
市
役
所
の
駐
車
場
や
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
避
難
し
て
き
た
人
の
車
で

い
っ
ぱ
い
に
。
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
も

避
難
者
で
あ
ふ
れ
、
非
常
灯
の
ほ
の

か
な
明
か
り
が
不
安
に
お
び
え
る

人
々
を
照
ら
し
て
い
た
。

職
員
を
招
集
し
、
避
難
所
の
開
設
や

被
害
状
況
の
把
握
、
保
育
園
や
小
中

学
校
の
休
校
を
指
示
す
る
な
ど
、
被

害
の
拡
大
に
備
え
た
。

　
こ
の
と
き
、
震
度
７
を
記
録
し
て

い
た
益
城
町
や
熊
本
市
で
は
建
物
が

倒
壊
し
死
傷
者
が
出
る
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
い
た
。
本
市
で
も
一
部

地
域
で
停
電
や
が
け
崩
れ
が
あ
っ
た

も
の
の
、人
的
被
害
の
報
告
は
な
く
、

朝
に
な
る
と
会
社
へ
通
勤
す
る
人
々

の
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
さ
か
の
本
震

混
乱
す
る
現
場

　

最
初
の
地
震
か
ら
28
時
間
後
の

16
日
午
前
１
時
25
分
。
再
び
大
き

な
地
震
が
熊
本
を
襲
っ
た
。
Ｍ
７
・

３
。
旭
志
地
区
で
は
震
度
６
強
を
記

録
し
、
前
夜
を
上
回
る
激
し
い
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
た
。
最
初
の
地
震
よ
り

規
模
が
大
き
く
、
揺
れ
た
範
囲
も
広

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
は
こ
の

菊池市

震度７
震度６強
震度６弱

震度７震度７
震度６強
震度６弱

震度７
震度６強
震度６弱

菊池市

震度６強
震度６弱

菊池市

西原村益城町熊本市

1_避難所開設や被害情報の把握など初動対応に追われる災害対策本
部 2_通行止め情報などが次々に舞いこんだ 3_避難者であふれる避
難所 4_学校のグラウンドも避難車両で埋まった

1 2
34

地震発生からの菊池市の対応状況

菊池市の主な被害状況（５月 23 日付 中間報告より）

熊本地震震度別回数

地震の総発生回数　1,566 回
（４月14 日～５月25日午前９時現在）

日  時 対応状況
4/14 21：26 震度５強 災害警戒本部設置（自動）

22：00 災害対策本部設置
4/15 熊本県全域に災害救助法の適用を決定
4/16 1：25 震度６強

1：30 市全域に「避難勧告」
4/18 13：30 一部避難勧告へ変更（700 世帯 2,000 人）
4/20 18：30 被災建築物応急判定実施本部設置
4/25 激甚災害の「本激」として指定（26 日施行）
5/2 15：00 避難勧告解除
5/9 12：00 災害復興本部へ移行

震  度 菊池市 全体
震度４ 16 88
震度５弱 1 7
震度５強 2 4
震度６弱 1 3
震度６強 1 2
震度７ 0 2

項  目 被害状況

人的被害

死亡   0 人
行方不明   0 人
重傷 11 人
軽傷 15 人

建物被害
住宅 全壊 38 棟、大規模半壊 34 棟、半壊 186 棟、一部損壊 641 棟
公共施設 調査中
その他 損壊 198 棟

道路被害 国道 なし、県道 通行止め３カ所、市道 通行止め 15 カ所
河川被害 ２カ所
橋梁被害 なし
土砂災害 なし
農作物被害 26 万円（スイカ 0.13ha）

畜産業被害 畜産 3,223 万円（乳用牛３頭、肉用牛 19 頭、生乳176.7t）
施設 ５億 4,829 万円（牛舎 25 棟、豚舎２棟、鶏舎５棟）

農林業被害 １億 9,146 万円（農地、農業用水路、菊池台地関連施設など 208 件、林道 19 件）
商工業被害 ８億 5,037 万円（建物、設備、商品など 253 件） 激

震
避難所開設や被害情報の把握など初動対応に追われる災害対策本

通行止め情報などが次々に舞いこんだ
学校のグラウンドも避難車両で埋まった

避難所開設や被害情報の把握など初動対応に追われる災害対策本
通行止め情報などが次々に舞いこんだ

学校のグラウンドも避難車両で埋まった

1_避難所開設や被害情報の把握など初動対応に追われる災害対策本
通行止め情報などが次々に舞いこんだ

学校のグラウンドも避難車両で埋まった

1_避難所開設や被害情報の把握など初動対応に追われる災害対策本
通行止め情報などが次々に舞いこんだ

学校のグラウンドも避難車両で埋まった
2_通行止め情報などが次々に舞いこんだ

学校のグラウンドも避難車両で埋まった
部 2_

4_学校のグラウンドも避難車両で埋まった
部
難所 4_難所 4_難所

復興の光
熊本地震リポート 222

地
震
列
島
・
日
本
に

安
全
地
帯
は
な
か
っ
た
─
─

地
震
を
14
日
か
ら
続
く
地
震
の
「
本

震
」
で
あ
る
と
発
表
し
た
。

　
「
避
難
所
の
開
設
急
い
で
」

「
被
害
状
況
の
把
握
を
」。
対
策
本
部

の
電
話
は
鳴
り
止
ま
ず
、
怒
声
が
飛

び
交
う
。
土
砂
崩
れ
や
家
屋
倒
壊
、

火
災
、
け
が
人
な
ど
の
連
絡
が
矢
継

ぎ
早
に
舞
い
込
み
、
県
、
消
防
団
、

警
察
、
消
防
署
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。

　
午
前
１
時
30
分
に
は
市
内
全
域
に

避
難
勧
告
を
発
令
。
４
箇
所
だ
っ
た

避
難
所
を
27
箇
所
に
増
や
し
、
住
民
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全
国
か
ら
届
く
支
援

「
対
策
」か
ら「
復
興
」へ

　
本
震
が
発
生
し
た
４
月
16
日
の
夜

に
は
、
５
千
人
を
超
え
る
人
が
避
難

所
に
押
し
寄
せ
た
。
朝
に
な
る
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
用
意
し
た
お
に
ぎ
り

や
、
備
蓄
の
非
常
食
と
支
援
で
届
い

た
水
が
配
給
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
行
列

が
で
き
た
。
家
族
で
避
難
し
て
き
た

男
性
は
「
避
難
勧
告
が
出
た
の
を
知

り
み
ん
な
で
避
難
し
た
。
不
安
で
一

睡
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
た
め
息
を

つ
く
。

　
断
水
地
域
で
は
水
道
局
と
消
防
団

が
給
水
活
動
を
開
始
。
山
鹿
市
や
佐

賀
県
伊
万
里
市
の
支
援
を
受
け
活
動

範
囲
を
広
げ
た
。

　
停
電
や
漏
水
の
復
旧
後
も
地
震
の

影
響
で
水
源
地
の
水
が
濁
り
、
長
期

間
に
わ
た
り
水
道
水
を
飲
め
な
い
地

域
が
出
る
と
い
う
不
測
の
事
態
が
発

生
。
飲
料
水
の
配
給
や
自
衛
隊
の
支

援
に
よ
り
途
切
れ
な
く
給
水
で
き
た

が
、
今
後
の
災
害
対
策
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
も
全
国
か
ら
続
々
と
支
援

物
資
が
到
着
。
24
時
間
体
制
で
対
策

に
当
た
る
た
め
、
国
や
県
、
市
外
自

治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
か

ま
さ
か
の
震
災
。そ
れ
で
も
…
…

　
「
家
族
が
無
事
で
本
当
に
良
か
っ

た
」。
片か
た
岡お
か
耕こ
う
太た

郎ろ
う
さ
ん
（
高
野
瀬
）

は
倒
壊
し
た
納
屋
を
見
な
が
ら
静
か

に
語
り
始
め
た
。

　
家
族
６
人
で
住
ん
で
い
た
借
家
が

４
月
16
日
の
本
震
で
被
災
し
た
。
前

震
で
も
大
き
く
揺
れ
た
が
、
物
が
落

ち
た
程
度
で
目
立
っ
た
被
害
は
な

し
。
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
と
、
テ

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
光
景
に
目
を
疑
っ

た
。「
益
城
町
の
被
害
を
見
て
愕
然

と
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
熊
本
で
こ
ん

な
被
害
が
出
る
な
ん
て
。
で
も
、
そ

の
と
き
は
ま
だ
対
岸
の
火
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

16
日
の
深
夜
は
家
で
休
ん
で
い

た
。前
震
よ
り
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、

す
ぐ
に
命
の
危
険
を
感
じ
た
。

　
「
逃
げ
ろ
！
」。
寝
て
い
る
家
族
を

起
こ
す
た
め
に
大
声
で
叫
び
、
立
ち

上
が
っ
た
瞬
間
、
停
電
で
部
屋
が

真
っ
暗
に
な
っ
た
。
近
く
に
寝
て
い

た
５
歳
の
娘
を
脇
に
抱
え
家
の
外
へ

向
か
っ
た
。
靴
を
探
し
た
が
真
っ
暗

で
何
も
見
え
な
い
。
な
ん
と
か
懐
中

電
灯
を
探
し
だ
し
外
に
出
よ
う
と
し

た
と
き
「
ぎ
ゃ
ー
！
」
と
い
う
長
女

の
悲
鳴
が
耳
を
突
き
刺
し
た
。

　
長
女
の
そ
ば
へ
駆
け
寄
る
と
、
そ

こ
に
は
あ
る
は
ず
の
な
い
納
屋
の
屋

根
が
目
の
前
ま
で
迫
っ
て
い
た
。「
間

一
髪
で
し
た
。
大
事
な
仕
事
場
を
失

い
ま
し
た
が
、
命
が
あ
っ
た
だ
け
で

も
良
か
っ
た
で
す
」

備
え
の
大
切
さ
を
痛
感

　　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
も
あ

る
な
ど
防
災
意
識
も
あ
っ
た
。「
火

事
の
と
き
の
避
難
方
法
は
家
族
で
話

し
合
っ
て
い
た
が
、
地
震
は
考
え
な

か
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

　
「
今
回
特
に
失
敗
し
た
と
思
っ
た

の
は
、
履
物
を
枕
元
に
置
い
て
お
か

な
か
っ
た
こ
と
、
携
帯
電
話
の
充
電

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
車
の
燃

料
を
満
タ
ン
に
し
て
お
か
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
実
は
前
震
の
後
、
震
災

を
経
験
し
た
友
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
。
今
思
え

ば
、
ひ
と
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
た
が
「
た
く

さ
ん
の
支
援
と
温
か
い
言
葉
に
救
わ

れ
た
」
と
片
岡
さ
ん
。「
支
え
て
く

れ
る
人
が
周
り
に
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
に
気
付
け
た
。
こ
の
経
験
を
プ
ラ

ス
に
し
て
前
を
向
き
た
い
」

ら
人
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
活
動
を

続
け
た
。
電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
、
避
難
所
の
利

用
者
も
徐
々
に
減
少
。
気
象
状
況
や

国
土
交
通
省
の
意
見
な
ど
を
基
に
５

月
２
日
、全
て
の
避
難
勧
告
を
解
除
。

被
災
地
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

９
日
に
は
災
害
対
策
本
部
か
ら
災
害

復
興
本
部
へ
移
行
し
た
。

初
動
に
一
定
の
評
価

情
報
整
理
に
課
題

　
「
前
震
の
発
生
後
、
市
は
大
き
な

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
予
測
し
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
結
果
と

し
て
本
震
発
生
時
に
迅
速
な
初
動
対

応
が
で
き
た
」。
市
の
危
機
管
理
専

門
委
員
を
務
め
る
野の

村む
ら
浩こ
う
司じ

さ
ん
は

こ
う
振
り
返
る
。

　
「
速
や
か
に
避
難
勧
告
を
発
し
た

こ
と
も
適
切
な
対
応
だ
っ
た
」
と
評

価
す
る
一
方
、「
情
報
の
収
集
と
整

理
に
混
乱
が
見
ら
れ
た
」
と
指
摘
。

「
情
報
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
集
め
に
行
く
こ
と
も
必
要
。
あ
ふ

れ
る
情
報
か
ら
必
要
な
も
の
を
見
定

め
、
し
っ
か
り
整
理
で
き
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
訓
練
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　
菊
池
市
は
現
在
、
別
府
・
万
年
山
断

層
に
よ
る
地
震
（
６
弱
）
を
想
定
し
、

平
成
26
年
か
ら
５
カ
年
計
画
で
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
体
制
づ
く
り
や
避
難
所
開
設
な
ど

の
初
動
対
応
に
訓
練
の
成
果
が
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、給
油
、ガ
ス
、食
料
、水
、

電
気
、
電
話
、
下
水
道
な
ど
、
災
害
時

に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る

た
め
の
協
定
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、

初
期
の
応
急
対
応
に
支
障
を
き
た
し
た
。

早
急
に
自
治
体
や
民
間
企
業
と
の
協
力

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
市
民
に
は
災
害
へ
の
備
え
（
自
助
）、

避
難
活
動
や
被
災
者
支
援
へ
の
積
極
的

な
参
加
（
共
助
）
を
お
願
い
し
た
い
。

今
回
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に
一
丸

と
な
っ
て
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

対岸の火事ではなかった
災害発生時、まずは自らの行動で自分と家族の命を守らねばならない。
地震発生の瞬間、被災現場では何が起こっていたのか。被災者の声を伝える。

４月14日─

危機管理専門委員
野

の

村
む ら

浩
こ う

司
じ

さん

倒壊した納屋の前で地震発生当時を語る片岡さん。陶芸
をしていたが、地震で作品も窯も全滅した。「災害相談
や、り災証明の手続きもすぐに対応してもらい安心でき
た。今は落ち込んでいません。何年かかるか分からな
いが、もう一度ここで陶芸を始めたい」と力強く語った。

別府・万年山断層地帯

菊池市

1_本庁３階に設置された災害対策本部 2_全国から支援物資が続々届いた 3_国土交通省 TEC-FORCE による危険箇所調査 4_避難誘導や
パトロール、給水支援などで消防団が活躍 5_佐賀県伊万里市の給水車 6_自衛隊は４月17日に菊池市に入りさまざまな場面で活躍した
7_川口病院を拠点に活動する災害派遣医療チーム（DMAT）

1 2

5

3

6

4
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1
2

4

59
10

12

7

8

6

3
1�被害が大きかった茂藤里区。ブルーシートや倒壊し

た建物が見える
2�菊池渓谷も大きな被害を受け現在は入谷禁止。深夜

の地震だったため観光客への被害は免れた
3神社など耐震性の低い建物は特に被害が多かった
4中山間地で多数の土砂崩れが発生
5つぶれた牛舎。農林畜産施設に甚大な被害を受けた
6市内各地で地割れが発生
7１階部分がつぶれた家屋
8��土砂崩れや落石により各地で道路が通行止めに
9旭志グラウンドでは地盤沈下が発生
��登録有形文化財の菊の城本舗では煙突根元のブロッ

クが一部崩れた

被害甚大　　。
11

Photo report

住宅、文化財のほか、農林畜産業や観光業といった市の基
幹産業にも影を落とす熊本地震。被害を写真で振り返る。

●４月14日─

復興の光熊本地震リポート
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地
域
住
民
で
助
け
合
い

　
4
月
16
日
の
朝
、
隈
府
御
所
通
の

一
角
で
炊
き
出
し
が
あ
り
、
近
所
の

人
が
集
ま
っ
た
。
始
め
た
の
は
近
く

で
飲
食
店
を
営
む
高た
か

橋は
し

三み

恵え

さ
ん
。

お
店
の
材
料
を
使
っ
て
お
に
ぎ
り
や

だ
ご
汁
な
ど
を
振
る
舞
っ
た
。

　
高
橋
さ
ん
が
炊
き
出
し
を
始
め
る

と
、
近
所
の
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
『
う
ち
の
も
使
っ
て
』
と
食
材
を

持
っ
て
来
た
り
し
て
く
れ
た
。「
自

然
に
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
つ
な
が
り

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　
初
め
て
の
大
地
震
で
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
が
、
市
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

メ
ー
ル
を
見
て
冷
静
に
な
れ
た
と
い

う
。「
最
初
は
み
ん
な
慌
て
て
外
に

届
け
た
い
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
い
つ

も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
ん
で
す
よ
」

　
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
手
際
よ

く
調
理
す
る
会
員
た
ち
。「
お
に
ぎ

り
を
握
り
過
ぎ
て
肩
も
腕
も
ぱ
ん
ぱ

ん
。
も
う
一
生
分
握
っ
た
み
た
い
」

と
笑
う
。
そ
れ
で
も
「
困
っ
と
ら
す

人
が
い
っ
ぱ
い
お
ら
す
け
ん
」
と
手

を
休
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
な
か
に

は
家
が
被
災
し
た
会
員
も
い
る
が

「
大
変
な
の
は
み
ん
な
一
緒
。
だ
か

ら
お
互
い
が
支
え
合
っ
て
い
か
ん
と

ね
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
避
難
所
で
は
料
理
を
配
り
な
が
ら

声
か
け
も
し
て
い
る
。
肉
じ
ゃ
が
を

食
べ
た
避
難
所
の
女
性
は
「
お
い
し

い
料
理
と
笑
顔
で
い
つ
も
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。

ん
助
か
り
ま
す
。
心
も
体
も
温
も
り

ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う
。
子
ど
も

た
ち
は
「
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し

い
」
と
は
に
か
ん
だ
。

　
「
私
が
炊
き
出
し
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
友
達
や
同
僚
が
、
具
材
を

用
意
し
て
く
れ
た
り
手
伝
っ
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
支
援

で
す
が
、
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
の

分
も
思
い
を
込
め
て
、
で
き
る
こ
と

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

支
援
者
に
な
る
意
識
を

　
東
北
の
被
災
地
復
興
支
援
活
動
を

行
い
、
被
災
者
支
援
に
詳
し
い
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
の
木き

寅と
ら

健け
ん

吾ご

さ
ん
は
、
共
助
の
大
切
さ
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「『
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
合
お
う
』

と
い
う
人
が
多
い
地
域
は
災
害
に
強

い
。『
い
つ
か
被
災
者
に
な
る
か
も
』

と
い
う
意
識
だ
け
で
な
く
『
支
援
者

に
な
る
』
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

も
大
事
。
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
災

害
で
は
行
政
も
手
が
回
ら
な
く
な

り
、
避
難
所
生
活
が
長
引
け
ば
た
く

さ
ん
の
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。
公
助

だ
け
に
頼
ら
ず
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
復
興
へ
の
近
道
で
す
」

地震の影響で多くの飲食店が休業していまし
た。そんななか、飲食店を営む友人が炊き

出しボランティアを始めたんです。その姿を見て
私もできることがあるんじゃないかと思いまし
た。子どもたちも進んで手伝ってくれました。支
え合うことの大切さを学んでくれたと思います。荒

あ ら

木
き

百
ゆ

合
り

子
こ

さん家族
（東正観寺）

近くの避難所に炊飯器がなかったのでお店に
あったのを２台貸し出しました。隣近所で

助け合うように、避難所でも助け合いが大事だ
と思います。心に少しでも余裕があれば、トイ
レを掃除したり運営の手助けをしたり。できる
ことをやろうという意識が大切だと感じました。 高

た か

橋
は し

三
み

恵
え

さん
（片角）

避難者の栄養バランスを考えて２種類の料理
を提供しました。避難所では被災者への声

かけもして、どんなものを食べたいかリクエスト
も聞いています。ある日、レトルト食品の作り方
を間違っている避難所があったので教えてあげ
ました。こうしたサポートもしていきたいです。青

あ お

木
き

　満
みつる

さん
（北住吉）

動
き
出
す
助
け
合
い
の
精
神

出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
か
ら

届
い
た
安
心
メ
ー
ル
の
内
容
を
見

て
、み
ん
な
で
ガ
ス
の
元
栓
、ブ
レ
ー

カ
ー
、
戸
締
り
を
確
認
す
る
な
ど
、

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
」

　
防
災
情
報
を
知
ら
な
い
人
に
は
進

ん
で
教
え
た
。「
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
水
道
水
を
飲
も
う
と
す

る
人
が
い
た
の
で
、『
見
た
目
が
透

明
で
も
飲
ん
で
は
だ
め
』
と
伝
え
ま

し
た
。
高
齢
者
な
ど
は
情
報
が
入
ら

ず
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
の

で
、
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
も

大
切
な
助
け
合
い
だ
と
思
い
ま
す
」

心
も
体
も
温
ま
る“
お
で
ん
”

　
「
う
ち
で
作
っ
た
お
で
ん
で
す
。

温
か
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
」。
避
難
所

で
手
作
り
の
お
で
ん
を
振
る
舞
う
荒あ
ら

木き

百ゆ

合り

子こ

さ
ん
。
自
ら
も
避
難
者
で

あ
り
な
が
ら
「
皆
さ
ん
の
助
け
に
な

れ
ば
」
と
炊
き
出
し
を
始
め
た
。

　
築
50
年
の
家
を
離
れ
、
家
族
で
避

難
所
に
身
を
寄
せ
た
。
配
膳
は
子
ど

も
た
ち
が
担
当
。
最
初
か
ら
進
ん
で

手
伝
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
お
で
ん

を
食
べ
た
避
難
者
は
「
お
に
ぎ
り
し

か
な
か
っ
た
け
ん
汁
物
は
あ
り
が
た

か
。
そ
れ
に
夜
は
か
な
り
冷
え
る
け

防
災
の
基
本
は
「
自
助
」。
し
か
し
、
一
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
市
内
各
地
で
市
民
の
支
援
活
動
が
始
ま
っ
た
。

そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
か
た
ち
と
、
助
け
合
う
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

笑
顔
と
料
理
で
安
心
を
届
け
る

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
）
の
会
員
は
、
４
月
16
日
か
ら

避
難
所
へ
の
炊
き
出
し
を
始
め
た
。

毎
日
20
人
以
上
の
会
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
調
理
に
参
加
し
、
各
地
の

避
難
所
へ
届
け
た
。

　
毎
日
数
百
食
の
依
頼
が
あ
り
、
多

い
と
き
で
約
１
２
０
０
食
分
の
炊
き

出
し
を
作
っ
た
。
調
理
場
は
毎
日
て

ん
や
わ
ん
や
だ
が
、
不
思
議
と
笑
い

声
が
絶
え
な
い
。
会
長
の
青あ

お
木き

満み
つ
るさ

ん
は
「
大
変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

料
理
は
楽
し
く
作
ら
な
い
と
だ
め
な

ん
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
作
っ
た
料

理
は
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ね
」
と
思
い
を
語
る
。「
避
難
所
の

皆
さ
ん
に
お
い
し
い
料
理
で
安
心
を

1_こぼさないようにおでんを運ぶ子ども 2_炊き出しする高橋さん。近くに住む若
者たちも手伝った 3_ヘルスメイトの料理は栄養バランスに気遣ってある 4_荒木
さんの友人が炊き出しをサポート 5_抜群のチームワークを見せるヘルスメイト

1

2

3

4

5

　
４
月
16
日
─
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き
れ
い
な
水
を
飲
ん
で

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
「
こ
ん
に
ち
は
！　

き
れ
い
な
水

を
持
っ
て
き
ま
し
た
」

　
子
ど
も
た
ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

声
が
響
く
。

　
４
月
29
日
、
菊
池
南
中
学
校
野
球

部
の
部
員
27
人
が
、
水
道
水
が
濁
っ

て
い
る
地
域
の
高
齢
者
宅
な
ど
に
飲

料
水
を
配
達
し
た
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に

何
か
し
た
い
と
監
督
に
相
談
し
ま
し

た
」
と
主
将
の
佐さ

藤と
う
汰た
い
侑ゆ
う
さ
ん
は
語

る
。
水
道
水
が
使
え
ず
給
水
に
行
く

の
が
大
変
だ
と
い
う
人
が
い
る
こ
と

を
聞
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
水
を
配

る
こ
と
に
決
め
た
。

　
配
っ
た
の
は
５
０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
24
本
入
り
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

45
箱
。
配
達
に
は
地
元
の
区
長
と
民

生
委
員
も
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
を

案
内
し
て
回
っ
た
。

　
「
水
が
使
え
な
い
間
ず
っ
と
地
域

で
助
け
合
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も

追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
給
水
が
大
変
な

家
庭
も
あ
っ
た
」
と
北
宮
区
長
の
石い

し

渕ぶ
ち
博ひ
ろ
人と

さ
ん
は
打
ち
明
け
る
。
個
人

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
求
め
ら

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
い
る
が
、
青
木
課
長
は
「
待
っ

て
も
ら
う
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

つ
」
と
理
解
を
求
め
る
。

　
現
地
で
の
活
動
は
４
月
22
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
セ
ン
タ
ー
で
説

明
会
が
あ
り
、
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
得
や
注
意
事
項
な
ど
を
説

明
。
続
い
て
グ
ル
ー
プ
分
け
と
現
場

へ
の
振
り
分
け
が
行
わ
れ
た
。
作
業

用
資
材
が
貸
し
出
さ
れ
た
後
、
職
員

が
現
場
へ
案
内
し
た
。

　
が
れ
き
の
撤
去
と
家
財
の
搬
出
依

頼
が
あ
っ
た
現
場
で
は
、
高
校
生
か

ら
60
歳
代
の
男
女
６
人
の
グ
ル
ー
プ

が
入
り
、
黙
々
と
作
業
を
こ
な
し
て

い
た
。「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
来
て

く
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
作

業
を
依
頼
し
た
男
性
は
頭
を
下
げ

る
。「
家
族
だ
け
で
は
と
て
も
処
理

で
き
な
い
量
で
し
た
。
安
心
し
て
次

の
生
活
を
始
め
ら
れ
ま
す
」

　
用
意
し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
家
財
を

搬
出
し
た
渡わ
た
邉な
べ
賢け
ん
一い
ち
さ
ん
は
「
予
想

以
上
に
地
震
の
被
害
が
大
き
く
て
驚

い
て
い
ま
す
。
高
齢
で
一
人
暮
ら
し

の
人
は
作
業
も
大
変
。
私
た
ち
が
顔

を
見
せ
る
だ
け
で
も
安
心
し
て
も
ら

え
ま
す
。
時
間
が
許
す
限
り
活
動
を

続
け
た
い
」
と
汗
を
拭
っ
た
。

れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
水
を

受
け
取
っ
た
立た
て
嶋じ
ま
政ま
さ
宏ひ
ろ
さ
ん（
北
宮
）

は
「
一
人
で
給
水
に
行
く
の
は
大
変

だ
っ
た
の
で
あ
り
が
た
い
」
と
喜
ん

で
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
＝
市

社
協
）
は
４
月
18
日
、
被
災
者
支
援

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
本
市
で
の
開
設
は
４

年
前
の
九
州
北
部
豪
雨
に
続
き
２
回

目
と
な
る
。

　
19
日
か
ら
登
録
受
け
付
け
を
開
始

し
、３
日
間
で
約
３
０
０
人
が
登
録
、

50
件
の
支
援
依
頼
が
集
ま
っ
た
。

　
「
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難
し

か
っ
た
」
と
市
社
協
福
祉
課
の
青あ

お
木き

輝て
る

彦ひ
こ

課
長
は
打
ち
明
け
る
。「
水
害

は
水
が
引
け
ば
い
い
し
、
台
風
は
過

ぎ
て
し
ま
え
ば
大
丈
夫
だ
が
、
地
震

は
余
震
が
あ
り
予
測
で
き
な
い
。
急

い
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
準
備
と
段
取
り
、
見

極
め
が
重
要
」
と
説
明
す
る
。

　
事
前
登
録
制
で
、
登
録
者
に
は
後

日
、
出
動
依
頼
の
連
絡
が
届
く
。
申

し
込
ん
で
も
す
ぐ
に
現
場
に
入
れ
ず

家が被災して大変だったけれ
ど、同じように大変な人の助け
になりたいと思いました。き
れいな水を飲んで元気になっ
てもらえたらうれしいです。佐

さ

藤
と う

汰
た い

侑
ゆ う

さん
（菊池南中３年）

以前からボランティア活動に
関心がありました。仕事にも
余裕ができ、家でじっとして
いるよりも何かできることを
やろうと親子で参加しました。岩

い わ

下
し た

さよ子
こ

さん㊨
　　祐

ゆ う

子
こ

さん㊧
（泗水平野）

連休は遊びに行く予定でした
が、被災者の助けになりたい
という思いの方が強かった。
ボランティアの経験は自分の
ためにもなると思いました。川

か わ

口
ぐ ち

裕
ゆ う

起
き

さん
（球磨工業高校３年）

同じ市内でも地域によって被
害の大きさが全く違いました。
困ったときはお互いさまの気
持ちで、被災者の手助けして
いきたいです。渡

わ た

邉
な べ

賢
け ん

一
い ち

さん
（雪野）

災害ボランティア
災害ボランティアは、大規模災害の被災地支援活動に欠かせない存在となっている。

本市は県内でいち早くボランティアセンターを立ち上げ、多くの人が利用した。
被災地でどんな活動が行われたのか。ボランティアの現場を追った。

ボランティア参加者の声

1.2.3_がれきを分別しながら撤去作業。連休中は高校生や大学生の姿も多かった 4_炊き出しの準備 5_高齢者宅を訪ね
る菊池南中野球部員 6_ボランティアセンターには掲示板があり参加者同士でメッセージを貼り付けた 7_大きな家財道
具も協力して搬出 8_写真を撮って SNS にアップしない、被災者の要望に応えるなど、職員がボランティアの心得を伝授

1 2 3
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声
か
け
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

被
災
者
を
ケ
ア

　
「
ど
こ
か
痛
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」

　
避
難
者
の
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な

が
ら
、整
体
師
の
北き
た
里ざ
と
嘉よ
し
幸ゆ
き
さ
ん（
長

野
）
は
優
し
く
語
り
か
け
る
。

　
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
や
長
引
く
避
難

所
生
活
で
、
体
が
固
く
な
っ
た
り
腰

を
痛
め
た
り
す
る
人
が
い
る
。
こ
う

し
た
人
た
ち
を
助
け
よ
う
と
、
避
難

所
の
巡
回
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
た
。

施
術
は
一
人
20
分
程
度
。
何
気
な
い

会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

も
み
ほ
ぐ
し
て
い
く
。
施
術
を
受
け

た
70
代
の
女
性
は
「
避
難
所
生
活
で

は
ほ
と
ん
ど
体
を
動
か
さ
ず
、
す
っ

か
り
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
体
が
ほ
ぐ
れ
た
ら
、

暗
い
気
持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
し

た
」
と
微
笑
む
。

　
県
内
で
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し

た
。
北
里
さ
ん
は
「
予
防
法
を
知
ら

な
い
高
齢
者
が
多
い
。
も
っ
と
啓
発

す
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
適
度
な
運

動
と
水
分
補
給
も
呼
び
掛
け
て
い

る
。「
地
震
発
生
後
ず
っ
と
眠
れ
な

か
っ
た
人
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

た
ら
久
し
ぶ
り
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た

と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
被
災
者
の

皆
さ
ん
が
一
日
で
も
早
く
日
常
に
戻

れ
る
よ
う
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を

ケ
ア
し
て
い
き
た
い
」

安
全
と
安
心
で

子
ど
も
た
ち
に
日
常
を

　
５
月
13
日
、
菊
池
北
小
学
校
で
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

た
。「
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
避

Ｓ
Ｄ
）
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、
大
き
な
災
害

な
ど
で
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
た

記
憶
が
心
の
傷
と
な
っ
て
何
度
も

思
い
出
さ
れ
、
恐
怖
を
感
じ
続
け

る
病
気
で
す
。
不
安
を
感
じ
た
と

き
は
遠
慮
な
く
保
健
師
や
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
が

出
す
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
ず
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
て

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
の
発
症
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
周
り
の
人
も
、
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
や
保
護
者
に
寄

り
添
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
子
ど

も
や
保
護
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、

お
互
い
に
見
守
り
助
け
合
う
こ
と

が
、
地
域
に
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
震
災
直
後
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

は
い
ろ
ん
な
反
応
が
出
て
き
ま

す
。
今
ま
で
は
な
ん
と
も
な
か
っ

た
の
に
、
突
然
、
ト
イ
レ
や
お
風

呂
に
一
人
で
行
け
な
く
な
っ
た

り
、
地
震
警
報
の
ま
ね
や
地
震

ご
っ
こ
を
始
め
た
り
。
家
の
中
だ

と
眠
れ
ず
、
外
で
し
か
眠
れ
な
く

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
ど
も
の
変
化
を
見

て
保
護
者
は
不
安
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
反
応

は
病
気
や
障
が
い
な
ど
で
は
な

く
、
生
き
物
と
し
て
自
然
な
反
応

で
す
。
大
切
な
の
は
子
ど
も
の
要

求
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
安
心

感
を
与
え
る
こ
と
。
や
め
さ
せ
た

り
拒
絶
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
面
倒
が
ら
ず
、
あ
せ
ら
ず
、

温
か
く
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と

で
、
子
ど
も
は
自
分
の
力
で
立
ち

直
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
中
に
は
引
き
こ
も

る
よ
う
に
な
っ
た
り
キ
レ
や
す
い

性
格
に
な
っ
た
り
し
て
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
く
る
子
ど
も
も
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ

DPAT 源
げ ん

田
だ

圭
け い

子
こ

医師
東京都福祉保険局都立精神保
健福祉センター地域援助医長

▼ DPAT
大規模災害時、被災者の心の問題に対処するため
につくられた災害派遣精神医療チーム。精神科医
や看護師などの数人のチームが、被災地の精神保
健医療を支援する。

▼エコノミークラス症候群
飛行機や車の中などで長時間同じ姿勢でいると、
足の血液の流れが悪くなり血の塊ができる。その
塊が血管を通じて肺の動脈まで運ばれると、血管
が詰まって死亡する場合もある。

　また地震が来るかもしれないとい
つも不安で、しばらくは夜もあまり
眠れませんでした。消しゴムを使う
ときに机が揺れるだけでもドキッと
します。低学年の子が登校中に「手
をつないで」と言ってくることもあ
りました。そのときは「大丈夫だよ」
と優しく手を握っています。
　大きな地震の後、家族で防災につ
いて真剣に話し合いました。家族同
士近くで寝たり、履物を枕元に置い
たりしています。
　学校が始まってうれしいです。友
達といると楽しいし、地震のことを
お互いに話すことですっきりするこ
ともあります。地震に負けないよう
にみんなで励まし合って明るく過ご
したいです。

みんなで励まし合って

子どもたちの思い

越
お お

猪
い

日
ひ

香
か

理
り

さん　神
こ う

山
や ま

史
し

歩
ほ

さん
（菊池北小６年）

面
倒
が
ら
ず
、あ
せ
ら
ず
、寄
り
添
い
続
け
る
こ
と

被
災
者
に
寄
り
添
い
心
と
体
を
ケ
ア

長
引
く
避
難
生
活
や
余
震
へ
の
恐
怖
な
ど
で
、
被
災
者
は
強
い
ス
ト
レ
ス
に

さ
ら
さ
れ
続
け
て
い
る
。
心
身
の
深
刻
な
不
調
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、

被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
不
安
を
と
き
ほ
ぐ
す
心
の
ケ
ア
が
必
要
だ
。

1_声かけしながらマッサージ 2_教科書やノートで頭を守りながら
校庭に避難する菊池北小の児童たち 3_机の下に隠れて落下物に備
える 4_菊池郡市鍼灸マッサージ師会もボランティアで被災者をケ
ア5_被災者の声を親身になって聴くDPAT 6_栃木県から派遣され
た保健師チーム。被災地を一軒ずつ回りながら心身のケアを行った

難
し
て
く
だ
さ
い
」

　
地
震
発
生
の
合
図
が
出
る
と
、
児

童
た
ち
は
す
か
さ
ず
机
の
下
に
隠
れ

た
。
数
秒
後
に
避
難
の
号
令
が
か
か

る
と
、
速
や
か
に
担
任
の
先
生
の
前

に
整
列
。
前
方
か
ら
順
に
校
庭
へ
と

駆
け
出
し
た
。

　
「
み
ん
な
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
避
難
ま
で
の
時
間

も
前
回
の
訓
練
を
上
回
っ
た
よ
う
で

す
」
と
桐き

り
陽よ
う
介す
け
校
長
は
語
る
。

　
「
熊
本
地
震
は
夜
間
に
発
生
し
た

が
、
次
は
日
中
に
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
だ
余
震
が
続
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
避
難
方
法
を
確
認
し
て

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
自
分
の
命
を

守
れ
る
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
」

　
地
震
の
影
響
で
休
校
し
て
い
た
市

内
の
小
中
学
校
は
、
４
月
26
日
に
一

斉
開
校
。
11
日
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
学
校
に
戻
っ
た
。
た
だ
、
地

震
で
家
が
被
災
し
た
り
怖
い
思
い
を

し
た
り
し
て
、
心
に
傷
を
持
っ
た
ま

ま
登
校
す
る
子
ど
も
も
多
い
。
学
校

で
は
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
気
遣
い

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
本
校
に
も
被
災
し
た
児
童
が
多

く
い
ま
す
。
一
見
大
丈
夫
そ
う
に
見

え
て
も
心
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
は
子
ど

も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
楽
し
く
過

ご
せ
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
周
り
の
大
人
が
余
裕
を
持
っ
て

安
心
感
を
与
え
続
け
れ
ば
、
子
ど
も

は
立
ち
直
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
学
校・家
庭・地
域
で
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

【用語説明】
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の
原
西
）
は
話
す
。

　
講
師
を
務
め
た
有
明
広
域
消
防
本

部
の
徳と
く
永な
が
伸し
ん
介す
け
さ
ん
は
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
す
ぐ
に
動
け
た
人

も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も
い
る
。

動
け
な
か
っ
た
人
ほ
ど
も
や
も
や
が

溜
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
解
消
し
次

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
」と
講
話
。

参
加
者
は
「
不
安
を
話
し
て
す
ご
く

楽
に
な
っ
た
」「
い
ろ
ん
な
考
え
を

聞
い
て
光
が
見
え
た
。
自
分
に
で
き

そ
う
な
支
援
活
動
に
挑
戦
し
た
い
」

と
明
る
い
表
情
を
見
せ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
被
災
し
て
い
な
い

地
域
住
民
に
よ
る
支
援
を
考
え
る
こ

と
も
大
事
」
と
佐
藤
さ
ん
。「
被
害

が
大
き
い
地
域
に
は
息
の
長
い
支
援

が
必
要
で
す
。
住
民
同
士
の
対
話
を

通
じ
、
地
域
で
で
き
る
長
期
的
支
援

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」

支
援
活
動
を
後
方
支
援

　
本
市
を
含
む
県
内
被
災
地
の
復
興

支
援
を
目
的
に
５
月
12
日
、
市
民
有

対
話
か
ら
始
め
る
一
歩

　
「
あ
な
た
は
職
場
で
地
震
に
遭
い

ま
し
た
。
家
族
に
電
話
し
て
も
つ
な

が
ら
な
い
。
部
下
の
安
否
も
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
仕
事
を
優
先
し
ま

す
か
」。
講
師
か
ら
の
質
問
に
、
参

加
者
は
互
い
に
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
カ
ー

ド
で
回
答
を
見
せ
合
う
─
─
。

　
震
災
の
経
験
、
不
安
な
日
々
、
必

要
な
支
援
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
な
ど
を
語
り
合
う
集
会
「
震
災
ダ

イ
ア
ロ
グ
」
が
５
月
21
日
、
隈
府
の

旧
松
倉
邸
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
約
30
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
質
問
形
式
に
よ
る
意
見

交
換
の
ほ
か
、震
災
の
経
験
や
不
安
、

こ
れ
か
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ど

を
対
話
す
る
。「
積
極
的
な
呼
び
か

け
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者

が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
講
師
が
止

め
て
も
話
が
や
ま
ず
、
不
安
を
吐
き

出
し
思
い
を
伝
え
た
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」

と
、主
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
団
体「
菊

池
養
生
詩
塾
」の
佐さ

藤と
う
忠た
だ
文ふ
み
さ
ん（
富

地
域
で
支
援
者
を
サ
ポ
ー
ト

　
現
在
、
多
く
の
災
害
派
遣
団
が
本

市
に
滞
在
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民

間
の
宿
泊
施
設
や
公
共
施
設
を
利
用

し
て
い
る
。
し
か
し
、
部
屋
に
空
き

が
な
く
、
や
む
を
得
ず
被
災
地
か
ら

離
れ
た
地
域
か
ら
数
時
間
か
け
て
被

災
地
入
り
し
て
い
る
団
体
も
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
野
間

口
区
で
は
地
区
の
集
会
所
で
派
遣
団

を
受
け
入
れ
た
。

　
集
会
所
を
利
用
し
た
の
は
茨
城
県

の
保
健
師
チ
ー
ム
。
大
津
町
の
復
興

支
援
の
た
め
、
熊
本
県
へ
被
災
地
入

り
を
打
診
し
て
い
た
。「
知
り
合
い

を
通
じ
て
菊
池
に
受
け
入
れ
先
が
な

い
か
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
民
間
の

宿
泊
施
設
に
空
き
が
な
か
っ
た
の
で

区
と
役
所
に
相
談
し
、
集
会
所
を
提

供
し
ま
し
た
」
と
、
大お

お
石い
し
和か
ず
幸ゆ
き
さ
ん

（
野
間
口
）
は
説
明
す
る
。

　
チ
ー
ム
は
５
月
13
日
ま
で
集
会
所

を
入
れ
替
わ
り
で
活
用
。
そ
の
間
、

地
域
住
民
が
朝
食
な
ど
を
差
し
入
れ

た
。「
個
人
で
は
無
理
で
も
、
地
域

な
ら
で
き
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。
熊

本
の
た
め
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
を

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
が
も
っ

と
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

志
に
よ
る
地
域
支
援
団
体
「
き
く
ち

の
も
ん
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
支
援
を
し
た
い
人
、
手
伝
っ
て

ほ
し
い
人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
の
思

い
を
つ
な
い
で
熊
本
の
活
力
に
し
た

い
」
と
代
表
の
古ふ

る
田た

恵え

莉り

さ
ん
（
西

郷
）
は
設
立
の
思
い
を
語
る
。

　
市
外
で
の
復
興
支
援
、
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
へ
の
炊
き
出
し
な
ど
、
活
動

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
先
日
は
50

代
か
ら
80
代
の
市
民
７
人
か
ら
『
県

外
の
派
遣
団
に
手
料
理
を
振
る
舞
い

た
い
」
と
の
要
望
を
受
け
、
滞
在
中

の
派
遣
団
と
つ
な
ぎ
炊
き
出
し
の
機

会
を
設
け
た
。「
派
遣
団
の
皆
さ
ん

は
地
元
の
手
料
理
を
食
べ
て
と
て
も

感
激
さ
れ
ま
し
た
。
話
も
弾
み
交
流

を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
」
と
活
動
の

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
地
元
高
校
生
と
一
緒
に
復
興
支
援

イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
た
り
、
被
災
し

た
農
家
の
農
作
業
を
手
伝
っ
た
り

と
、
世
代
間
も
つ
な
ぎ
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
る
。「
参
加
者
は
活
動
を

通
じ
て
意
気
投
合
し
『
次
は
何
ば
し

よ
う
か
』と
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
元
気
に

な
れ
る
、
そ
ん
な
復
興
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」

地
震
発
生
か
ら
約
１
カ
月
。
震
災
の
現
実
を
受
け
止
め
つ
つ
、

地
域
の
将
来
を
考
え
な
が
ら
前
に
進
も
う
と
動
き
出
し
た
人
た
ち
が
い
る
。

きくちのもん代表

古
ふ る

田
た

恵
え

莉
り

さん
菊池食品衛生協会会長

大
お お

石
い し

和
か ず

幸
ゆ き

さん
菊池養生詩塾

佐
さ

藤
と う

忠
た だ

文
ふ み

さん

遠野まごころネット副理事長
本部事業統括マネージャー

小
こ

谷
た に

雄
ゆ う

介
す け

さん

　菊池市は、特に被害が大きい阿蘇地方や益
城町などの状況を把握しながら活動できる拠
点都市として、全国の災害ボランティアから
注目を集めています。
　東日本大震災では、岩手県遠野市が被災地
でありながら後方支援の拠点として機能しま
した。現在も多くの災害ボランティアが遠野
市を訪れ、被災地へと向かい活動しています。
動ける地域が動き、困っている地域に手を差
し伸べることは、被災地の早期復興にとても
重要です。
　「熊本を助けたい」という人が全国にたく
さんいます。しかし「どこに行ってどうやっ
て活動すればいいか分からない」という人も
多くいます。こうした人たちが「菊池に行け

ば活動をサポートしてもらえる」となるよう
な、受け皿としての役割にも期待しています。
　災害ボランティアで来る人たちの中には、
支援活動だけでなく、温泉に入ったり観光し
たり、菊池の魅力を満喫したいという人もた
くさんいるでしょう。そうした経験は、訪れ
たまちへの愛着を深めることにつながりま
す。リピーターになる人も多く、なかには移
住する人もいます。実を言うと、私も東日本
大震災のボランティア活動がきっかけで遠野
市に根付いた一人です。
　今後、災害ボランティアをするために菊池
市を訪れる人が増えてくるかもしれません。
市民の皆さんにはぜひ、こうした人々を温か
く見守ってもらえたらと思います。

動ける地域が動き、被災地に手を差し伸べる

▼遠野まごころネット
東日本大震災で被災した
岩手県沿岸部の被災者を
支援するために、遠野市
民を中心として結成され
た被災地支援団体。５月
17 日に本市にベースキ
ャンプを開設し、熊本地
震の被災地復興支援活動
を行っている。

1_震災ダイアログは市内で初の試み 2_講師の徳永さんがさまざまな手法で参加者の思いを引き出
した 3_これからできることのアイデアを出し合う参加者 4_農業ボランティアに精を出す菊池農業
高校生 5_地域の支援活動は住民のやりがいづくりにもなっている

きくちのもんでは、復興支援したい人、されたい人を募集中。詳しくは下記までお問い合わせください。
問きくちのもん事務局　☎ 080-4272-8560　E-mail：kikuchinomon@gmail.com

地
域
の
た
め
に
、地
域
で
動
く
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久
し
ぶ
り
の
笑
顔

　
毎
年
、
市
内
で
は
初
夏
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
が
、
こ
と
し
は
地
震

の
影
響
で
軒
並
み
中
止
に
な
っ
た
。
４
月
に
開

催
予
定
だ
っ
た
「
き
く
ち
マ
ル
シ
ェ
」
も
そ
の

一
つ
。
出
店
予
定
だ
っ
た
お
店
の
多
く
が
被
災

し
、
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
。

　
き
く
ち
マ
ル
シ
ェ
は
３
年
前
に
始
ま
っ
た
市

民
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
。
毎
回
市
内
外
か
ら
大
勢

の
人
が
訪
れ
る
菊
池
の
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
中
止
を
残
念
が
る
声
が

多
く
聞
こ
え
た
。「
震
災
で
み
ん
な
元
気
を
な

く
し
て
い
ま
し
た
。
お
店
や
お
客
さ
ん
同
士
、

顔
を
合
わ
せ
た
ら
ま
た
元
気
に
な
れ
る
は
ず
と

考
え
開
催
を
決
意
し
ま
し
た
」。
主
催
者
の
佐さ

藤と
う
由ゆ

紀き

さ
ん
（
下
長
田
）
は
思
い
を
語
る
。

　
準
備
期
間
は
10
日
間
。
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
が
、
菊
池
観
光
温
泉
旅
館
組
合
や
き

く
ち
観
光
物
産
館
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
受

け
て
実
現
し
た
。

　
当
初
は
出
店
数
を
40
店
舗
と
予
定
し
て
い
た

が
、
最
終
的
に
は
70
店
舗
が
集
結
。「
声
を
か

け
た
お
店
の
人
が
『
あ
の
店
も
被
害
を
受
け
た

か
ら
出
し
て
あ
げ
て
』
と
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
急
な
開
催
だ
か
ら
売
り
上
げ
少

な
い
か
も
と
説
明
し
て
も
『
菊
池
を
盛
り
上
げ

た
い
か
ら
』
と
県
外
か
ら
来
て
く
れ
る
人
も
い

ま
し
た
」

　

熊
本
市
か
ら
出
店
し
た
糸い

と

石い
し

邦く
に

和か
ず

さ
ん
は

▼トリプルボランティア
がれき撤去などの「作業」だけでなく、被災地を「観光」
したり、見聞きしたことをインターネットや口コミで

「伝達」したりするのも復興の支えになるという考え方。

「
地
震
以
来
、
お
店
の
客
足
は
減
っ
て
い
た
。

呼
ん
で
も
ら
え
る
だ
け
で
も
う
れ
し
い
」
と
感

謝
を
述
べ
る
。
自
宅
が
被
災
し
た
友
達
を
誘
っ

て
遊
び
に
来
た
女
性
は
「
こ
ん
な
に
笑
顔
に
な

れ
た
の
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
。
買
い
物
を
楽
し

ん
で
被
災
者
の
支
援
も
で
き
る
。
こ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
は
自
粛
せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

ト
リ
プ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
期
待

　
マ
ル
シ
ェ
に
は
県
外
か
ら
訪
れ
て
い
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
も
あ
っ
た
。「
普
段
来
な

い
人
に
菊
池
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
良
い
機
会
」

と
、
き
く
ち
観
光
物
産
館
の
中な

か
嶋し
ま
広ひ
ろ
宣の
ぶ
支
配
人

は
期
待
を
寄
せ
る
。「
買
い
物
や
外
食
を
自
粛

し
て
い
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
、

最
近
は
観
光
し
た
り
買
い
物
に
来
た
り
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
に
は
、
積
極
的
に

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
し
、
楽
し
さ
を
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

で
も
口
コ
ミ
で
菊
池
の
魅
力
を
広
げ
て
も
ら
う

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
終
了
後
、
出
店
者
が
次
々
に
佐
藤
さ
ん
の
下

を
訪
れ
、
重
た
く
な
っ
た
募
金
箱
を
手
渡
し
て

い
っ
た
。「
大
変
で
し
た
が
や
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
も
っ
と
地
域
を
元
気
に
し
た
い
。
き
く

ち
マ
ル
シ
ェ
は
、こ
と
し
の
秋
、さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
復
活
し
ま
す
よ
」

にぎわいづくりで復興支援
「きくちみんなでマルシェ～つどいあい ささえあい わらいあい～」は 5月22日、

菊池市民広場で開催され、大勢の来場者でにぎわった。
震災でイベントの自粛ムードが漂うなか、急遽開催を決定したマルシェ。

開催に携わった人々の思いに触れる。

1.2_会場に設置された募金箱。集まったお金は義援金とし
て県に渡された 3_菊池高校生が「きくちのもん」の一員と
して保育ボランティアに参加 4_県外からアーティストも復
興支援に駆けつけた 5.7_さまざまな雑貨やグルメが並び大
人も子どもも楽しんだ 6_主催した雑貨 bb の佐藤由紀さん

1

2

3
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熊
本
の
友
達
を
励
ま
し
た
い

　
福
岡
県
の
大
刀
洗
町
立
菊
池
小
学

校
か
ら
菊
池
北
小
学
校
へ
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
両
校
は
以
前
か

ら
交
流
を
続
け
て
お
り
「
熊
本
の
友

達
を
励
ま
し
た
い
」
と
菊
池
小
の
子

ど
も
た
ち
が
思
い
を
込
め
た
。

　

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
縦
80
㌢
、

横
１
１
０
㌢
の
大
判
用
紙
６
枚
。

ハ
ー
ト
型
に
切
り
抜
い
た
色
紙
が
貼

り
付
け
て
あ
り
、「
心
強
く
が
ん
ば
っ

て
」「
じ
し
ん
に
負
け
る
な
」
な
ど
、

菊
池
小
の
全
校
児
童
３
３
８
人
全
員

の
思
い
が
手
書
き
し
て
あ
る
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
だ
北
小
６
年

の
村む

ら
上か
み
正ま
さ
道み
ち
く
ん
は
「
最
初
に
見
た

と
き
は
び
っ
く
り
。
あ
り
が
た
い
言

葉
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
菊
池
小
の
み
ん
な
の
思

い
を
胸
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
た
。

一
人
一
人
が
復
興
の
光

　
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
取
材
を
と

お
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
て

き
た
。
物
資
を
送
る
人
・
運
ぶ
人
。

情
報
を
発
信
す
る
人
、
被
災
者
の
心

身
を
ケ
ア
す
る
人
。
が
れ
き
を
撤
去

す
る
高
齢
者
、
水
を
配
る
子
ど
も
。

炊
き
出
し
す
る
女
性
、
寄
付
す
る
有

名
人
。
歌
を
歌
う
女
性
、
着
ぐ
る
み

で
踊
る
男
性
。
励
ま
し
合
う
子
ど
も

た
ち
、
そ
れ
を
見
守
る
大
人
た
ち
─

─
。
支
援
の
や
り
方
も
世
代
も
性
別

も
立
場
が
全
然
違
っ
て
も
、「
地
震

で
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
」
と

い
う
思
い
は
み
ん
な
同
じ
。
被
災
者

に
寄
り
添
う
一
人
一
人
の
思
い
や
行

動
は
、
被
災
地
を
明
る
く
照
ら
す
希

望
の
光
の
よ
う
に
、
き
ら
き
ら
と
輝

い
て
見
え
る
。

　
熊
本
地
震
は
私
た
ち
か
ら
多
く
の

大
切
な
も
の
を
奪
い
去
っ
た
。
一
方

で
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
人
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
あ
ら

た
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

　
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
苦

難
を
乗
り
越
え
た
と
き
、
人
の
絆
は

前
よ
り
も
っ
と
強
く
な
る
。
強
い
絆

で
結
ば
れ
た
人
々
が
い
る
被
災
地

は
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
じ
ゃ
へ
こ

た
れ
な
い
、
災
害
に
強
い
地
域
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　
「
負
け
ん
ば
い
菊
池
」

　
「
負
け
ん
ば
い
熊
本
」

　
輝
き
だ
し
た
復
興
の
光
が
消
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　現在 　未来
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生活支援に関する情報
被災者が１日も早く日常の生活を取り戻すために、
役立つ情報や支援制度などを紹介します。
支援を受けるための要件や申請方法など、詳しくは
各担当課、各総合支所や事業所などへお問い合わせ
ください。

各総合支所の問い合わせ先
■七城総合支所　    ☎ 0968(25)1000
■旭志総合支所　    ☎ 0968(37)3111
■泗水総合支所総務民生課
　（証明書・税・年金）☎ 0968(38)2294　
　（その他）   　　　  ☎ 0968(38)2714

証明書

り災証明書・り災届出証明書
　災害で被害を受けた人に「り災証明

（り災届出証明）」の受け付けと発行を
します。
●り災証明書
　住家・非住家（建物）
● り災届出証明書
　建物以外のもの（動産など）

【必要書類】印かん、写真（全景・被
害箇所）、位置図、免許証などの本人
確認書類、委任状（同居家族でない人）

証明書の発行手数料の減免
　援助を受ける手続きに使用する場合
は、次の証明書の発行手数料を減免し
ます。

【手数料が減免できる証明書】住民票、
印鑑証明書、税証明など
問市民課　☎ 0968（25）7211
　各総合支所総務民生課

税の減免や納期限延長

市税の減免・市税の納期限延長
●固定資産税の減免
　 写真（前景・被害箇所など４～５枚）

を添付してください。
●市県民税・国民健康保険税の減免
　 被害の程度に応じて減免します。
●市税の納期限延長
・ 固定資産税
　 第１期納期を６月30日㈭に延長し、

口座振替日は６月 27 日㈪に変更し
ます。

・軽自動車税
　 ５月 31 日㈫から６月 30 日㈭に延

長します。
・市県民税
　 随時発送分を６月30日㈭に延長し、

納税通知書の発送を６月中旬に延期
します。また、第１期納期限を８月
１日㈪に延長し、振替日を７月 25
日㈪に変更します。

・国民健康保険税
　 随時発送分を６月30日㈭に延長し、

納税通知書は７月上旬に発送します。

※ 法人市民税はご相談ください。
問税務課
　市民税係　　　☎ 0968（25）7206
　固定資産税係　☎ 0968（25）7207
　徴税係　　　　☎ 0968（25）7208
　各総合支所総務民生課

自動車税の納期変更・県税減免
　自動車税の納期を５月から８月に変
更します。災害で大きな被害を受けた
人は、税金の免除、申告、申請、納付
などの期限を延長します。
●減免、納期限の延長、自動車税の納
　期変更
問県北広域本部総務部　課税課　
　☎ 0968（25）4124
●納税の猶予
問県北広域本部総務部　収税課　
　☎ 0968（25）4272

生活再建支援金

被災者生活再建支援制度
　住宅が全壊（大規模半壊）の被害を
受けた人に生活再建の支援金を支給し
ます。

【対象】全壊・大規模半壊・半壊解体
の世帯

【支給額】
●２人以上の世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 100 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
・ 大規模半壊の場合
　基礎支援金 50 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
●単身世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 75 万円
　 加算支援金 37 万５千円～ 150 万円
・大規模半壊の場合
　基礎支援金 37 万 5 千円
　 加算支援金 37 万５千円～150万円
※加算支援金は住宅の再建方法による

【申請期限】
基礎支援金　平成 29 年５月 13 日㈯
加算支援金　平成 31 年５月 13 日㈪

【申請方法】福祉課または各総合支所
へ申請書を提出してください。

問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課

生活再建資金の融資

災害援護資金
　住居や家財に損害を受けた場合に、
災害援護資金を貸し付けます。

【対象】負傷した人、住居（全壊または
半壊）や家財に被害があった人

【所得制限】あり
【限度額】350 万円（被害状況による）
【貸付条件】年利３％
据置３年、償還10年（据置期間を含む）
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課

生活福祉資金（緊急小口資金）
　被災者に一時的な生活費を貸し付け
ます。

【対象】県内に住所を有する被災者で、
当座の生活費を必要とする世帯

【貸付限度額】１世帯１回限り 10 万
円以内（条件により 20 万円以内）

【貸付条件】無利子
据置１年、償還３年（据置期間を含む）
問菊池市社会福祉協議会
　☎ 0968（25）5000

見舞金

菊池市災害見舞金
　被災された人に、市が見舞金を支給
します。

【対象】本市住民基本台帳被記録者
【金額】
●全壊の場合
　住家 20 万円以内
　非住家 10 万円以内
●半壊の場合
　住家 10 万円以内
　非住家５万円以内
※大規模半壊は半壊の金額を適用

【申請方法】面積要件などがあります。
り災証明により、市から対象者へ通知
します。
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課

日本財団家屋損壊見舞金制度
【対象】全壊世帯・大規模半壊世帯
【金額】１世帯当たり 20 万円
【申請期限】平成 29 年３月 31 日㈮
【申請方法】市から送付する申請書を
日本財団へ提出してください。
問日本財団災害復興支援センター
　熊本本部　☎ 070（3623）9611

住居の確保・再建

被災住家の応急修理
　自らの資力では応急修理ができない
場合、必要最小限度の修理をします。

【対象】
・ 住宅が半壊の人（資力がないとする

理由書を要する）
・ 住宅が大規模半壊以上の人

【工事完了期間】７月 13 日㈬
【限度額】１世帯 57 万 6 千円
問都市整備課　☎ 0968（25）7242
問福祉課　☎ 0968（25）7213

市営住宅の一時入居
　住居が被災された世帯に市営住宅を
供給します。

【対象】住居が半壊以上で居住できな
い人

【入居期間】原則６カ月（最長 12 カ月）
【家賃】６カ月無償（光熱水費などは
入居者負担）

熊本県の民間賃貸住宅借上げ事業
　住居の全壊などにより、居住する住
宅がない人に県が借上げた住宅を供給
します。

【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【入居期間】最長２年
【家賃】無償（光熱水費などは入居者負担）
問都市整備課住宅係　
　☎ 0968（25）7243

雇用促進住宅の一時入居
　被災された人に雇用促進住宅を供給
します。

【対象】住宅が被災し、居住できない人
【入居期間】６カ月

【家賃】無償（光熱水費などは入居者負担）
【受付期間】６月７日㈫～ 10 日㈮
問ＳＫ総合住宅サービス協会九州支所
　☎ 092（534）1600

建物解体工事の代行
【対象】り災害証明で全壊、大規模半
壊または半壊の建物

【要件】
・必要書類が提出できる人
・建物の名義人または相続人の同意
●住宅・納屋などの解体工事
問環境課　☎ 0968（25）7217
●畜舎などの農業関連施設の解体工事
問農政課　☎ 0968（25）7221
●中小企業の事業所などの解体工事
問商工観光課　☎ 0968（25）7223

上下水道料金

上下水道料金の減免
【４月検針分５月請求分】
　３月検針日の翌日から４月検針日ま
での31日間のご利用分を減免します。
●上水道料金の減免
　次の①と②で計算した金額を比べ、
少ない金額を請求します。
① 日割り計算
　５月請求分の請求額から、４月 15
日～ 20 日までの６日間分（31 日間
に対する日割り計算）の金額を差し引
いた金額。
②請求月平均金額による計算
　原則として、２月分から４月分まで
の請求額の３カ月平均金額から、その
額に 31 分の６を乗じた金額を差し引
いた金額。
●下水道料金の減免
　減免対象となりません。

【５月検針分６月請求分】
　４月検針日の翌日から５月検針日ま
での30日間のご利用分を減免します。
●上水道料金の減免
　次の③と④で計算した金額を比べ、
少ない金額を請求します。
③ 日割り計算
　６月請求分の請求額から、４月 21
日～５月５日までの 15 日間分（30
日間に対する日割り計算）の金額を差

し引いた金額。
④請求月平均金額による計算
　原則として、２月分から４月分まで
の請求額の３カ月平均金額から、その
額に 30 分の 15 を乗じた金額を差し
引いた金額。
●下水道料金の減免（従量制の世帯）
　５月検針分の水量と２月から４月請
求分までの使用水量の３カ月平均水量
を比べ、少ない方の金額を請求します。
問水道局　☎ 0968（25）1811

電気料金

電気料金などの特別措置
　手続きには、り災証明書など被害状
況が確認できるものが必要です。
●電気料金の支払期日の延長
・ ３月分（支払期限が４月 14 日以降

に限る）→ ４カ月延長
・４月分 → ３カ月延長
・５月分 → ２カ月延長
・６月分 → １カ月延長
●不使用月の電気料金の免除
・電気を全く使用しない場合の料金
・ 電気設備が被災し、使用できなく

なった場合の基本料金
●家屋などの工事費の免除
　被害にあった家屋などの復旧のため
に電気を使用する場合の工事費、また
引込線や計量器などの取付位置を変更
する場合の工事費を免除します。
問九州電力㈱大津営業所
　☎ 0120（986）602

保育・学費など

保育所等保育料の減免
問子育て支援課　☎ 0968（25）7214

菊池市奨学資金返還の猶予
問学校教育課　☎ 0968（25）7230

緊急採用奨学金、減額返還・返還
期限猶予、JASSO 支援金
問 独立行政法人  日本学生支援機構

(JASSO)　☎ 03（6743）6011
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医療保険・介護保険

国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料の減免
●国民健康保険税の減免
問税務課市民税係 ☎0968(25)7206
●後期高齢者医療保険料の減免
問健康推進課国保・医療給付係
　☎ 0968（25）7218
　各総合支所総務民生課

医療機関などでの窓口負担の免除
　医療機関などの窓口で、次の①～③
に該当する旨を申告することで、７月
受診分までの一部負担金の支払いを免
除します。
① 住家の全半壊、全半焼またはこれに

準ずる被災をした 
② 主たる生計維持者が死亡または重篤

な傷病を負ったり、行方不明である
③ 主たる生計維持者が業務を休止・廃

止した旨や失職して現在収入がない
※ ①により支払猶予を受けられる場合

は、り災証明が必要です。
【対象の医療保険】熊本県全域の市町
村国保、熊本県後期高齢者医療、協会
けんぽ、県内に所在する健保組合など
問健康推進課国保・医療給付係
　☎ 0968（25）7218

介護保険料などの減免
●介護保険料の減免
● 介護サービス利用料（利用者負担）

の減免
問高齢支援課介護保険係
　☎ 0968（25）7215

年　金

国民年金保険料の減免など
●国民年金保険料の免除
●学生の国民年金保険料納付の猶予

障害基礎年金・老齢福祉年金・特
別障害給付金の支給
　障害基礎年金（年金コード 2650・
6350）、老齢福祉年金、特別障害給付
金の支給停止を解除します。

問市民課　0968（25）7211
　各総合支所総務民生課
問被災者専用フリーダイヤル
　☎ 0120（558）656
問熊本西年金事務所
　☎ 096(353）0142

農林漁業

農林漁業セーフティネット資金
　被災農林漁業者の運転資金を貸し付
けます。

【対象】認定農業者、主業農林漁業者、
認定新規就農者、集落営農組織

【借入限度額】
① 簿記記帳を行っている場合：年間経

営費の12/12または粗収益の12/12
に相当する額のいずれか低い額

②①以外の場合：1,200 万円
【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子）

【償還期限】10 年以内 ( うち据置期間
３年以内 )
※実質無担保・無保証人での貸し付け

農業経営基盤強化資金
（スーパーＬ資金）
　被災した農林漁業用施設などを復旧
するための施設資金を貸し付けます。

【対象者】認定農業者
【借入限度額】
●個人の場合
　３億円（複数部門経営などは６億円）
●法人の場合
　10 億円（常時従事者に応じ 20 億円）

【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【償還期限】25 年以内（うち据置期間
10 年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け

農林漁業施設資金
　果樹の改植、農林漁業施設、共同利
用施設の災害復旧に要する費用を融資
します。

【対象】農林漁業を営む者、農協・農
協連合会など

【貸付金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【借入限度額】負担額の 100% または
１施設当たり 1,200 万円

【償還期限】15 年以内（うち据置期間
３年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け
問農政課　☎ 0968（25）7221

トラブル相談

消費生活に関するトラブル
　工事の勧誘や支援を装った詐欺など
などの相談を受け付けます。
問 国民生活センター　熊本地震消費者

トラブル 110 番
　☎0120（793）448　

金融機関に関するトラブル
　「通帳を紛失した」などの相談を受
け付けます。
問 金融庁相談ダイヤル
　☎ 0120(156)811

心と体のケア　

災害後の健康相談
　健康面の悩みを解決するために保健
師による相談を６月１日㈬～ 30 日㈭
まで行います。予約不要です。
■時間　午前９時～ 10 時
■場所　㈪：泗水総合支所総務民生課
　　　　　　七城総合支所総務民生課
　　　　㈫：旭志総合支所総務民生課
　　　　㈬：健康推進課健康推進係
問健康推進課健康推進係
　☎ 0968（25）7219

心の相談ダイヤル
　人間関係などでの強いストレスや不
安について受け付けます。
■受付時間　
　㈪～㈮午前 10 時～午後５時
　☎0120（783）728

健康相談ダイヤル
　健康管理やノロウイルス感染対策な
どの健康不安について受け付けます。
■受付時間　㈪㈬㈮午後１時～５時
　☎ 0120（021）506

生活支援に関する情報

防災情報に関するアンケートにご協力ください

付属の専用はがき（切手不要）、またはインターネットで回答できます。
皆さんのご意見を今後の防災行政に生かすため、ご協力をお願いします。

【アンケートURL】http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/aview/321/10416.html）

情報を知る

質問 ①
　今回の地震で利用した市の防災情報
源を選んでください。（複数回答可）
　1. 防災行政無線　　2. 個別受信機
　3. 安心メール　　　4. デタポン
　5. フェイスブック　6. ツイッター
　7. ホームページ　　8. なし
　9. その他（　　　　　　　　　　）

質問 ②
　質問①で利用した情報源の中で最も
利用頻度が高かったものを一つ選んで
ください。
　1. 防災行政無線　　2. 個別受信機
　3. 安心メール　　　4. デタポン
　5. フェイスブック　6. ツイッター
　7. ホームページ　　8. なし
　9. その他（　　　　　　　　　　）

質問 ③
　市の防災情報についてどう感じまし
たか。
　1. 分かりやすかった
　2. 大体分かった
　3. 分かりにくかった
　　（３の理由　　　　　　　　　）

質問 ④
　市の防災情報の配信量・回数につい
てどう思いますか。
　1. 適切だと思う
　2. 少なかった
　3. 分からない

質問 ⑤
　他にどのような情報を発信してほし
いですか。自由にお書きください。

質問 ⑥
　日頃から災害に備えていますか。
　1. はい
　2. いいえ
　　（2 の理由：　　　　　　　　　）

質問 ⑦
　質問⑥で「はい」と答えた人は、今
回の熊本地震でその備えは役立ちまし
たか。
　1. はい
　2. いいえ
　　（2 の理由：　　　　　　　　　）

質問 ⑧
　今回の熊本地震で感じたことを自由
にお書きください。

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮
らしの情報、教育、文化、スポーツ、
観光、イベント情報なども配信してい
ます。ぜひご登録ください。
■登録手順
① 携帯「メール」画面を開き「新規メー

ル」「新規作成」などを選択。
② 「メール作成」画面を開いたら、宛

先（TO）に直接「kam@123123.
tv」と入力し、空メールを送信。

③  10 分程度で「菊池安心メールのご
登録」というメールが届きますの
で、メールを開き、文章の下段に
ある URL（アドレス）を選択して
ください。

④ 「会員登録」画面を開いたら、各自
　 当てはまる項目にチェックして
「登録」を選択します。

■ メールが届かなくなった人
　送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットか
らのメール拒否が考えられます。「ド
メイン指定受信設定」で確認してくだ
さい。ドメイン指定受信設定方法は
ホームページに掲載していますのでご
覧ください。
※ 必ずドメイン「123123.tv」のみ入

力するようにしてください。
※ 現在の設定や機種、携帯電話会社の

設定変更などによって設定の方法が
異なる場合があります。不明な点は
各携帯電話会社にお問い合わせくだ
さい。

　登録用２次元コード ▼

問市長公室
　☎ 0968(25)7200

　RKK 放送局と協力し、テレビ（デー
タ放送）を使った住民情報発信サービ
スを行っています。お知らせや子育て
などの行政情報や、緊急時の防災に関
する情報も発信しています。
■視聴方法
① RKK テレビを視聴します。
　（地上デジタルテレビ３チャンネル）
②リモコンのｄボタンを押します。
③ テレビ画面に表示されたメニューの

中から「デタポン」を選択し、決定
ボタンを押します。

■パソコンやワンセグでも閲覧可能
　地域を選択する必要があります。ま
た、ワンセグで閲覧する場合には、パ
ケット料金が発生します。
問市長公室広報交流係
　☎ 0968(25)7252

菊池市安心安全メール デタポン

防災・防犯情報のほか、生活に役立つさまざまな情報をメディアで配信しています。
防災の第一歩は“知ること”です。 自分や家族のために、ぜひご利用ください。

アンケート用２次元コード↓

情報充実！
各総合支所の問い合わせ先
■七城総合支所　☎ 0968(25)1000
■旭志総合支所　☎ 0968(37)3111

■泗水総合支所総務民生課
　（証明書・税・年金）　☎ 0968(38)2294
　（その他）　　　　　☎ 0968(38)2714
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▼七城区長（38人）
行政区名 氏　名 ヨミガナ

山　 崎 山口和範 ﾔﾏｸﾞﾁ ｶｽﾞﾉﾘ

上 水 次 岩津春生 ｲﾜﾂ ﾊﾙｵ

下 水 次 緒方　奬 ｵｶﾞﾀ ｽｽﾑ

岡　 田 小島一洋 ｺｼﾞﾏ ｲﾁﾖｳ

流　 川 米岡陸雄 ﾖﾈｵｶ ﾑﾂｵ

辺　 田 徳永拓男 ﾄｸﾅｶﾞ ﾀｸｵ

荒　 牧 冨田　昇 ﾄﾐﾀ ﾉﾎﾞﾙ

高　 田 古川孝義 ﾌﾙｶﾜ ﾀｶﾖｼ

台 村上隆男 ﾑﾗｶﾐ ﾀｶｵ

瀬 戸 口 古閑義博 ｺｶﾞ ﾖｼﾋﾛ

甲 佐 町 池田博之 ｲｹﾀﾞ ﾋﾛﾕｷ

新 古 閑 瀨田則行 ｾﾀ ﾉﾘﾕｷ

清　 水 村上聖一 ﾑﾗｶﾐ ｾｲｲﾁ

宮　 園 長尾幸一 ﾅｶﾞｵ ｺｳｲﾁ

菰　 入 本山隆之 ﾓﾄﾔﾏ ﾀｶﾕｷ

戸 田 島 中川義継 ﾅｶｶﾞﾜ ﾖｼﾂｸﾞ

七城田中 野中昭宏 ﾉﾅｶ ｱｷﾋﾛ

本　 村 田代敏樹 ﾀｼﾛ ﾄｼｷ

加　 恵 櫔原輝也 ﾄﾁﾊﾗ ﾃﾙﾔ

五　 海 髙木良精 ﾀｶｷ ﾘｮｳｾｲ

西　 郷 守田吉文 ﾓﾘﾀ ﾖｼﾌﾐ

羽 根 木 古田直伸 ﾌﾙﾀ ﾅｵﾉﾌﾞ

蟹　 穴 山川文助 ﾔﾏｶﾜ ﾌﾞﾝｽｹ

間　 所 五島千秋 ｺﾞﾄｳ ﾁｱｷ

岩　 瀬 福島龍次 ﾌｸｼﾏ ﾀﾂｼﾞ

前　 川 川上信二 ｶﾜｶﾐ ｼﾝｼﾞ

板　 井 上村勝美 ｳｴﾑﾗ ｶﾂﾐ

梶　 迫 髙野義正 ﾀｶﾉ ﾖｼﾏｻ

林　 原 田代　勤 ﾀｼﾛ ﾂﾄﾑ

元　 村 石本達成 ｲｼﾓﾄ ﾀｯｾｲ

新　 村 廣田英幸 ﾋﾛﾀ ﾋﾃﾞﾕｷ

打　 越 荒倉正則 ｱﾗｸﾗ ﾏｻﾉﾘ

内　 島 田代浩一 ﾀｼﾛ ｺｳｲﾁ

小 野 崎 井上春生 ｲﾉｳｴ ﾊﾙｵ

七城松島 山田隆博 ﾔﾏﾀﾞ ﾀｶﾋﾛ

上 橋 田 坂井順和 ｻｶｲ ﾖﾘｶｽﾞ

下 橋 田 平野國臣 ﾋﾗﾉ ｸﾆｵﾐ

大　 尺 芦刈美千子 ｱｼｶﾘ ﾐﾁｺ

▼旭志区長（24人）
行政区名 氏　名 ヨミガナ

小　 川 永田辰弥 ﾅｶﾞﾀ ﾀﾂﾔ

姫　 井 木原睦夫 ｷﾊﾗ ﾑﾂｵ

九 の 峰 瀧内権二 ﾀｷｳﾁ ｹﾝｼﾞ

楠　 原 水上羊介 ﾐｽﾞｶﾐ ﾖｳｽｹ

岩　 本 岩根英二 ｲﾜﾈ ｴｲｼﾞ

伊　 萩 安武公男 ﾔｽﾀｹ ｷﾐｵ

北桜ケ水 柳田　勝 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾏｻﾙ

南桜ケ水 木村清志 ｷﾑﾗ ｾｲｼ

湯　 舟 鶴田孝夫 ﾂﾙﾀ ﾀｶｵ

高　 柳 下川智明 ｼﾓｶﾜ ﾄﾓｱｷ

平 上野昭雄 ｳｴﾉ ｱｷｵ

小　 原 齋藤秀明 ｻｲﾄｳ ﾋﾃﾞｱｷ

津　 留 渡邉公博 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｷﾐﾋﾛ

妻　 越 中村鉄男 ﾅｶﾑﾗ ﾃﾂｵ

大　 迫 西本光則 ﾆｼﾓﾄ ﾐﾂﾉﾘ

高　 永 三池繁廣 ﾐｲｹ ｼｹﾞﾋﾛ

伊　 坂 東　幸男 ﾋｶﾞｼ ﾕｷｵ

片 川 瀬 松岡孝治 ﾏﾂｵｶ ﾀｶﾊﾙ

尾　 足 桐原耕一 ｷﾘﾊﾗ ｺｳｲﾁ

川　 上 坂本光次 ｻｶﾓﾄ ﾐﾂｼﾞ

川　 下 坂本昭信 ｻｶﾓﾄ ｱｷﾉﾌﾞ

出　 分 坂本正夫 ｻｶﾓﾄ ﾏｻｵ

川 辺 南 梶田文壽 ｶｼﾞﾀ ﾌﾞﾝﾄｼ

あさひが丘 岩木　正 ｲﾜｷ ﾀﾀﾞｼ

▼泗水区長（47人）
行政区名 氏　名 ヨミガナ

飛　 熊 荒木信夫 ｱﾗｷ ﾉﾌﾞｵ

上 住 吉 坂本康祐 ｻｶﾓﾄ ｺｳｽｹ

南 住 吉 坂井幸雄 ｻｶｲ ｻﾁｵ

北 住 吉 山下寛幸 ﾔﾏｼﾀ ﾋﾛﾕｷ

富　 納 宮﨑賢一郎 ﾐﾔｻﾞｷ ｹﾝｲﾁﾛｳ

永 古莊元光 ﾌﾙｼｮｳ ﾓﾄﾐﾂ

永　 南 守川敏夫 ﾓﾘｶﾜ ﾄｼｵ

永 出 分 水上次雄 ﾐｽﾞｶﾐ ﾂｷﾞｵ

村　 吉 佐々木則幸 ｻｻｷ ﾉﾘﾕｷ

富 宮本健吾 ﾐﾔﾓﾄ ｹﾝｺﾞ

泗水田中 加來德男 ｶｸ ﾉﾘｵ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

富 出 分 右田博昭 ﾐｷﾞﾀ ﾋﾛｱｷ

富の原中央 小池眞也 ｺｲｹ ｼﾝﾔ

富の原台 上田末弘 ｳｴﾀﾞ ｽｴﾋﾛ

富の原東 宮川公一 ﾐﾔｶﾞﾜ ｺｳｲﾁ

富の原北 澤田和久 ｻﾜﾀﾞ ｶｽﾞﾋｻ

富の原一 西部和良 ﾆｼﾍﾞ ｶｽﾞﾖｼ

富の原西 津田安己 ﾂﾀﾞ ﾔｽﾐ

朝日団地 渡邉郁夫 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｲｸｵ

竹 の 下 村山隆一 ﾑﾗﾔﾏ ﾘｭｳｲﾁ

久 米 二 植嶋　均 ｳｴｼﾞ ﾏ ﾋﾄｼ

久 米 一 荒木義臣 ｱﾗｷ ﾖｼｵﾐ

高江出分 安武洋一 ﾔｽﾀｹ ﾖｳｲﾁ

高　 江 川口　司 ｶﾜｸﾞﾁ ﾂｶｻ

上 高 江 村山　隆 ﾑﾗﾔﾏ ﾀｶｼ

薬　 師 弥頭修一 ﾔﾄｳ ｼｭｳｲﾁ

福 本 二 松山伸洋 ﾏﾂﾔﾏ ﾉﾌﾞﾋﾛ

福 本 一 中山公博 ﾅｶﾔﾏ ｷﾐﾋﾛ

田 吹 松岡護男 ﾏﾂｵｶ ﾓﾘｵ

三 万 田 工藤房則 ｸﾄﾞｳ ﾌｻﾉﾘ

田 島 一 田所利幸 ﾀﾄﾞｺﾛ ﾄｼﾕｷ

田 島 二 中田健一 ﾅｶﾀ ｹﾝｲﾁ

猪 の 目 松岡秀雄 ﾏﾂｵｶ ﾋﾃﾞｵ

岡 松田幸裕 ﾏﾂﾀﾞ ﾕｷﾋﾛ

泗水平野 宮本順治 ﾐﾔﾓﾄ ｼﾞｭﾝｼﾞ

井 戸 方 岩下義人 ｲﾜｼﾀ ﾖｼﾄ

糠　 泉 泉田寛靖 ｲｽﾞﾐﾀﾞ ﾋﾛﾔｽ

泗水佐野 安武周太郎 ﾔｽﾀｹ ｼｭｳﾀﾛｳ

桜 山 一 猿渡健市 ｻﾙﾜﾀﾘ ｹﾝｲﾁ

桜 山 二 井上和正 ｲﾉｳｴ ｶｽﾞﾏｻ

桜 山 三 渡辺　勉 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾂﾄﾑ

桜 山 四 内野元生 ｳﾁﾉ ﾓﾄｵ

桜 山 五 田中敏幸 ﾀﾅｶ ﾄｼﾕｷ

桜 山 六 田中　博 ﾀﾅｶ ﾋﾛｼ

桜 山 七 上村　剛 ｳｴﾑﾗ ｺﾜｼ

桜 山 八 馬場常広 ﾊﾞﾊﾞ ﾂﾈﾋﾛ

桜 山 九 上石田和三 ｶﾐｲｼﾀﾞ ｶｽﾞﾐ

問い合わせ先
菊池区長　総務課　☎ 0968(25)7111　七城区長　七城総合支所総務民生課　☎ 0968(25)1000
旭志区長　旭志総合支所総務民生課　☎ 0968(37)3111　泗水区長　泗水総合支所総務民生課　☎ 0968(38)2112

　区長の皆さんには、より良い地域づくりのために 行政区内の取
りまとめや連絡調整など、地域と行政とを結ぶ、連絡事務嘱託員と
してご尽力いただいています。

各区の区長（連絡事務嘱託員）を紹介します

▼菊池区長（102人）
行政区名 氏　名 ヨミガナ

上　 町 渡邉清治 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｾｲｼﾞ

中　 町 富田守之 ﾄﾐﾀ ﾓﾘﾕｷ

下　 町 古田喜範 ﾌﾙﾀ ﾖｼﾉﾘ

切　 明 馬場德治 ﾊﾞﾊﾞ ﾄｸｼﾞ

迎　 町 岩本義信 ｲﾜﾓﾄ ﾖｼﾉﾌﾞ

中 央 通 内田　彰 ｳﾁﾀﾞｱｷﾗ

横　 町 生田健一 ｲｸﾀ ｹﾝｲﾁ

立　 町 江﨑重勝 ｴｻﾞｷ ｼｹﾞｶﾂ

正 院 町 田中泰裕 ﾀﾅｶ ﾔｽﾋﾛ

栄　 町 緒方希八郎 ｵｶﾞﾀ ｷﾊﾁﾛｳ

西正観寺 二ノ文伸元 ﾆﾉﾌﾐ ｼﾝｹﾞﾝ

東正観寺 東　桂介 ﾋｶﾞｼ ｹｲｽｹ

亘 前川浩賢 ﾏｴｶﾜ ﾋﾛﾏｻ

築　 地 辻　和 ﾂｼﾞ ｶｽﾞﾋﾛ 

片　 角 宮村智 ﾐﾔﾑﾗ ﾄﾓﾕｷ

北　 原 髙木 司 ﾀｶｷ ﾋﾛｼ

立　 石 山内理至 ﾔﾏｳﾁ ﾏｻｼ

袈 裟 尾 上野直敏 ｳｴﾉ ﾅｵﾄｼ

玉 祥 寺 三牧　茂 ﾐﾏｷ ｼｹﾞﾙ 

高 野 瀬 池邉洋行 ｲｹﾍﾞ ﾋﾛﾕｷ

遊 蛇 口 小川智英 ｵｶﾞﾜ ﾄﾓﾋﾃﾞ

稗　 方 中原 勝 ﾅｶﾊﾗ ｹｲｼｮｳ

堀　 切 堀野賴三 ﾎﾘﾉ ﾗｲｿﾞｳ

神　 鶴 木原章雄 ｷﾊﾗ ｱｷｵ

菊池松島 川中敏治 ｶﾜﾅｶ ﾄｼﾊﾙ

日　 向 佐藤國一 ｻﾄｳ ｸﾆｶｽﾞ

柿 木 平 今村正則 ｲﾏﾑﾗ ﾏｻﾉﾘ

中　 原 山下武男 ﾔﾏｼﾀ ﾀｹｵ

藤　 田 岩木精四郎 ｲﾜｷ ｾｲｼﾛｳ

上 木 庭 松原則 ﾏﾂﾊﾞﾗ ﾉﾘﾕｷ

下 木 庭 城　憲輔 ｼﾞｮｳ ｹﾝｽｹ

菊池佐野 松本　司 ﾏﾂﾓﾄ ﾂﾄﾑ

鍋　 倉 五島久勝 ｺﾞﾄｳ ﾋｻｶﾂ

原 細 永 後藤啓一郎 ｺﾞﾄｳ ｹｲｲﾁﾛｳ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

伊　 倉 森　勝彦 ﾓﾘ ｶﾂﾋｺ

道　 園 寺井博芳 ﾃﾗｲ ﾋﾛﾖｼ

金　 峰 山口猛美 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾀｹﾐ

生　 味 渡邊文雄 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾌﾐｵ

木 佐 木 竹村裕勝 ﾀｹﾑﾗ ﾋﾛｶﾂ

滝黒仁田 宇野木義幸 ｳﾉｷ ﾖｼﾕｷ

上 西 寺 松岡秀明 ﾏﾂｵｶ ﾋﾃﾞｱｷ

中 西 寺 藤本敏久 ﾌｼﾞﾓﾄ ﾄｼﾋｻ

下 西 寺 笹本一人 ｻｻﾓﾄ ｶｽﾞﾄ

辻 北里義幸 ｷﾀｻﾞﾄ ﾖｼﾕｷ

南 古 閑 宮本啓一 ﾐﾔﾓﾄ ｹｲｲﾁ

北 古 閑 工藤冨雄 ｸﾄﾞｳ ﾄﾐｵ

野 間 口 川越純一 ｶﾜｺﾞｴ ｼﾞｭﾝｲﾁ

神　 来 宮本俊一 ﾐﾔﾓﾄ ｼｭﾝｲﾁ

大 琳 寺 後藤慶治郎 ｺﾞﾄｳ ｹｲｼﾞﾛｳ

北　 宮 石渕博人 ｲｼﾌﾞﾁ ﾋﾛﾄ

深　 川 冨田恭一 ﾄﾐﾀ ｷｮｳｲﾁ

村　 田 川口靜一 ｶﾜｸﾞﾁ ｾｲｲﾁ

上 長 田 中原　近 ﾅｶﾊﾗ ﾁｶｼ

下 長 田 三池英治 ﾐｲｹ ｴｲｼﾞ

大　 塚 田中一範 ﾀﾅｶ ｶｽﾞﾉﾘ

東　 原 石賢一 ﾋﾛｲｼ ｹﾝｲﾁ

上 出 田 山下勝憲 ﾔﾏｼﾀ ｶﾂﾉﾘ

下 出 田 東　 ﾋｶﾞｼ ｲﾜｵ

植 古 閑 井手政寛 ｲﾃﾞ ﾏｻﾋﾛ

広　 瀬 中原直道 ﾅｶﾊﾗ ﾅｵﾐﾁ

木 柑 子 宮川健一郎 ﾐﾔｶﾞﾜ ｹﾝｲﾁﾛｳ

花 房 台 中原　英 ﾅｶﾊﾗ ﾋﾃﾞｼ

今 中原雅己 ﾅｶﾊﾗ ﾏｻﾐ

甲 森 北 宮川照敏 ﾐﾔｶﾞﾜ ﾃﾙﾄｼ

乙 森 北 髙宮豊春 ﾀｶﾐﾔ ﾄﾖﾊﾙ

上 古 閑 山下孝道 ﾔﾏｼﾀ ﾀｶﾐﾁ

上 赤 星 水俣明宣 ﾐﾅﾏﾀ ｱｷﾉﾌﾞ

下 赤 星 石口敏夫 ｲｼｸﾞﾁ ﾄｼｵ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

日 生 野 武藤計臣 ﾑﾄｳ ｹｲｼﾝ

下　 組 松田彰三 ﾏﾂﾀﾞ ｼｮｳｿﾞｳ

長　 六 宮本恭宏 ﾐﾔﾓﾄ ﾔｽﾋﾛ

岩　 平 岩﨑良美 ｲﾜｻｷ ﾖｼﾐ

塚　 原 元村博明 ﾓﾄﾑﾗ ﾋﾛｱｷ

伊 牟 田 川口荘一 ｶﾜｸﾞﾁ ｿｳｲﾁ

古　 川 佐々木浩一 ｻｻｷ ｺｳｲﾁ

立　 門 宮木茂夫 ﾐﾔｷ ｼｹﾞｵ

戸　 城 前川幸広 ﾏｴｶﾜ ﾕｷﾋﾛ

永　 山 武藤篤弘 ﾑﾄｳ ｱﾂﾋﾛ

伊　 野 管弘一郎 ｽｶﾞ ｺｳｲﾁﾛｳ

木　 護 渡邊順一 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼﾞｭﾝｲﾁ

柏 仲光新治 ﾅｶﾐﾂ ｼﾝｼﾞ

鉾 の 甲 坂本利秋 ｻｶﾓﾄ ﾄｼｱｷ

杉　 生 山城輝夫 ﾔﾏｼﾛ ﾃﾙｵ

寺 小 野 山本修一 ﾔﾏﾓﾄ ｼｭｳｲﾁ

染　 土 原田高茂 ﾊﾗﾀﾞ ﾀｶｼｹﾞ

長　 野 森川泰典 ﾓﾘｶﾜ ﾔｽﾉﾘ

龍門　１ 小野雄一郎 ｵﾉ ﾕｳｲﾁﾛｳ

雪　 野 小川正剛 ｵｶﾞﾜ ｾｲｺﾞｳ

小　 木 松永 雄 ﾏﾂﾅｶﾞ ﾕｷｵ

鳳　 来 河上広明 ｶﾜｶﾐ ﾋﾛｱｷ

穴　 川 中川明利 ﾅｶｶﾞﾜ ｱｷﾄｼ

西 迫 間 打出敬介 ｳﾁﾃﾞ ｹｲｽｹ

七　 坪 角田　誠 ｶｸﾀﾞ ﾏｺﾄ

市 野 瀬 松岡正利 ﾏﾂｵｶ ﾏｻﾄｼ

中 野 瀬 岡本一誠 ｵｶﾓﾄ ｲｯｾｲ

東 迫 間 福田藤利 ﾌｸﾀﾞ ﾌｼﾞﾄｼ

太　 田 迫　孝 ﾊｻﾞﾏ ﾀｶﾋﾛ

戸 豊 水 本藤憲幸 ﾎﾝﾄﾞｳ ﾉﾘﾕｷ

大　 柿 中村至誠 ﾅｶﾑﾗ ｼｾｲ

菊池平野 髙木洋一 ﾀｶｷ ﾖｳｲﾁ

茂 藤 里 藤原賢次 ﾌｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ

篠　 倉 東　順一 ﾋｶﾞｼ ｼﾞｭﾝｲﾁ

（敬称略）
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより

健
康
も
楽
し
い
食
事
も
良
い
歯
か
ら

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
口
で
お
い
し

く
食
事
を
取
れ
る
こ
と
が
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
歯

科
疾
患
の
予
防
や
歯
と
口
の
健
康
を

保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の

は
、
口
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
す
。

　

近
年
、
む
し
歯
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
口
の
機
能
を
う
ま
く
使

え
な
い
子
ど
も
は
増
え
て
い
ま
す
。

口
の
機
能
が
使
え
な
い
と
、
い
ろ
い

ろ
な
弊
害
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
左
に
示
し
て
い
る
の
は
特
に

子
ど
も
た
ち
に
多
く
見
ら
れ
る
傾
向

で
す
。
当
て
は
ま
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
噛
み
方
や
鼻
呼
吸
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

　

食
べ
る
と
き
は
、
前
歯
で
噛
み

切
っ
て
、
口
唇
を
閉
じ
、
舌
で
食
物

を
ま
と
め
、
左
右
に
移
動
さ
せ
て
奥

歯
で
噛
み
ま
す
。
舌
を
動
か
し
な
が

ら
奥
歯
で
よ
く
噛
み
、
食
物
を
小
さ

く
し
て
い
く
こ
と
で
、
唾
液
が
た
く

さ
ん
出
ま
す
。
唇
を
閉
じ
舌
の
先
を

上
顎
前
歯
の
裏
側
の
歯
肉
に
当
て
て
、

ご
っ
く
ん
と
飲
み
こ
み
ま
す
。
噛
む

運
動
は
単
に
歯
ば
か
り
で
な
く
、
顎

や
筋
肉
も
動
か
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
昔
に
比
べ
て
“
か
ざ
ぐ
る

ま
”“
シ
ャ
ボ
ン
玉
”“
風
船
”“
風

船
ガ
ム
”“
に
ら
め
っ
こ
”“
口
笛
”

な
ど
「
口
遊
び
」
を
す
る
子
ど
も
が

が
減
り
、
噛
む
力
が
弱
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
口
唇

を
閉
じ
る
力
の
弱
い
子
ど
も
は
口
笛

を
吹
く
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

口
呼
吸
を
予
防
し
、
舌
の
力
を
強

く
す
る
た
め
に
、「
あ
い
う
べ
体
操
」

（
左
図
参
照
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
無
料

ク
ー
ポ
ン
券

平
成
28
年
度
乳
が
ん
個
別
検

診
を
実
施
し
ま
す

と　

き　

６
月
13
日
㈪

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
０
時
45
分
～
4
時

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

　

対
象
年
齢
の
人
に
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
年
１
回
の

定
期
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

▼ 

子
宮
頸
が
ん　

平
成
７
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼ 

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
）
昭
和
50
年
４

月
２
日
～
昭
和
51
年
４
月
１
日
生

ま
れ

そ
の
他

▼ 

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
市
の
複
合
健

診
ま
た
は
個
別
検
診
な
ど
で
利

用
で
き
ま
す
。

▼ 

ク
ー
ポ
ン
券
と
年
齢
が
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。

▼ 

他
自
治
体
で
ク
ー
ポ
ン
券
の
交

付
を
受
け
た
後
、
本
市
に
転
入

し
た
人
は
健
康
推
進
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

６
月
上
旬
ま
で
に
対
象
者
へ
郵

送
し
ま
す
。

対
象
者　

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
対
象
者　

６月４日㈯ ～10日㈮は「歯と口の健康週間」です。
虫歯予防だけではなく、口の機能に対する意識や
関心が、子どもの成長に大きく関係します。
この機会に口の健康について考えてみましょう。

む
し
歯
・
歯
周
病
予
防
も
大
切
に

　

子
ど
も
の
口
の
健
康
を
守
る
た
め

に
家
庭
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と

・
歯
磨
き
を
す
る
（
歯
垢
を
残
さ
な

　

い
）

・
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
（
歯
と
歯
ぐ

　

き
の
境
目
・
歯
と
歯
の
間
・
奥
歯

　

の
溝
）

・
お
や
つ
は
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
な
い 

・
フ
ッ
素
の
使
用（
歯
磨
き
剤
・
フ
ッ

　

化
物
洗
口
・
フ
ッ
素
塗
布
）

・
定
期
的
に
歯
科
医
院
を
受
診
す
る 

・
口
の
中
の
観
察 

・
口
を
閉
じ
る
声
か
け 

・
正
し
い
姿
勢
で
食
べ
る
（
両
足
を

　

し
っ
か
り
床
に
つ
け
て
、
背
筋
を

　

伸
ば
す
）

・
前
歯
で
噛
み
切
り
、
唇
は
閉
じ
て
、

　

左
右
の
奥
歯
で
噛
む 

・
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

４
月
８
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む
し
歯
が

な
か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

赤あ
か

星ほ
し

柚ゆ

月づ
き　

（
○菊  

伊
牟
田
）

鬼お
に

塚つ
か

蘭ら
ん

丸ま
る　

（
○菊  

袈
裟
尾
）

木き

村む
ら

花か

凛り
ん　

（
○菊  

植
古
閑
）

楠く
す
の

木き

敦あ
つ

人と　
（
○菊  

深
川
）

小こ

柳や
な
ぎ

優ゆ

芽め　
（
○菊  

東
正
観
寺
）

佐さ
っ
さ々

晃こ
う

太た

朗ろ
う

（
○菊  

上
出
田
）

立た
て

原は
ら

零れ

睦む　
（
○菊  

東
原
）

玉た
ま

井い

璃り
い

紗さ　
（
○菊  

片
角
）

西に
し

岡お
か

榮え
い

幸こ
う　

（
○菊  

下
西
寺
）

本も
と

村む
ら　

葉よ
う　

（
○菊  

立
石
）

山や
ま

口ぐ
ち

日ひ

向な

汰た

（
○菊  

下
組
）

江え

藤と
う

光み

織お
り　

（
○七  

岡
田
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

　
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

①
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き 

②
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫 

③
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布
が
重
要
で
す
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に

取
り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
子
ど
も
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

さ
い
。
献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

身
分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

子どもの
お口の健康を
守りましょう

人間本来の鼻呼吸で免疫力アップ ! あいうべ体操
口を大きく「あ～い～う～べ～」と動かします

●できるだけ大げさに、声は少しで OK
●１セット 4 秒前後のゆっくりとした動作で

●一日 30 セット（３分間）を目標にスタート
●あごに痛みのある場合は「い～う～」でも OK

う べあ い

・いつも口を開けている 
・唇が乾いて荒れやすい 
・食べるときに音をたてる
・起床時に喉が痛む 
・いびきや歯ぎしりをする 
・口臭が強い 
・出っ歯気味 

・ 一口サイズに噛み切る
ときに前歯を使わない 

・ 口 を 開 け てペ チャペ
チャ食べている 

・ 食事中頻繁に水分を取
る（水分で流し込む）

・早食べ、過食

・ 舌の両側が波打ってい
る 

・ 口唇がタラコのように
厚かったり、上唇が山
型をしている 

・歯肉が腫れている

・ いつまでも口の中に食
べ物が入っていて、なか
なか飲み込まない 

・ 硬いもの、噛み応えの
ある食材を残している 

・片側だけで噛んでいる 

当てはまる子どもは要注意です!

こんな食べ方していませんか？

もしかして口呼吸⁉

※ 

検
診
当
日
に
市
内
に
住
ん
で
い
な

い
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

12
月
22
日
㈭
ま
で

※ 

検
診
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。

実
施
医
療
機
関　

牧
診
療
所

用
意
す
る
も
の

▼
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

▼
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

▼
健
康
保
険
証

注
意
事
項　

次
に
該
当
す
る
人
は

検
診
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼ 

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
疑
い
の

あ
る
人

▼
授
乳
中
の
人

▼ 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
挿
入
し
て

い
る
人

▼
豊
胸
手
術
を
受
け
て
い
る
人

事
前
申
し
込
み
先　

牧
診
療
所

　

☎
０
９
６
８（
25
）２
８
１
７
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地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
年
金
受
給
権
者
・
国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

年
金
な
ど
の
被
災
者
支
援
制
度

■�

所
得
制
限
に
よ
る
支
給
停
止
を
解
除
し

ま
す

　
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病
の
障
害
基
礎

年
金
、
老
齢
福
祉
年
金
、
特
別
障
害
給
付
金
の

受
給
権
者
な
ど
で
、
所
得
が
あ
る
た
め
に
年
金

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
る

人
の
う
ち
、
今
回
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
人

は
、
住
宅
、
家
財
ま
た
は
そ
の
他
の
財
産
の
お

お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た

場
合
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
４
月
か

ら
７
月
ま
で
支
給
停
止
を
解
除
し
、
８
月
か
ら

平
成
29
年
７
月
ま
で
年
金
ま
た
は
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
７
月
に
送
付
す
る
所
得
状
況
届
で

前
年
の
所
得
確
認
を
行
い
ま
す
が
、
所
得
が
年

金
の
所
得
制
限
額
を
超
え
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
は
、
損
害
を
受
け
た
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
停
止
が
行
わ
れ
ま
す
。

■�

預
金
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

を
紛
失
し
た
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
震
災
に
よ
り
、
年
金
の
受
け
取
り
に
使
っ
て

い
る
銀
行
の
預
金
通
帳
、印
か
ん
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
な
ど
を
紛
失
し
た
人
は
、
年
金
支
払
い

の
指
定
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
に
、
現
金

引
き
出
し
の
方
法
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
で
き
る
だ
け
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
金
融
機
関
窓
口
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■�

指
定
の
郵
便
局
以
外
で
も
年
金
の
受
け

取
り
が
で
き
ま
す

　　

指
定
の
郵
便
局
が
営
業
し
て
い
な
い
場
合

や
、「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
送
金
通
知
書
」を

持
参
で
き
な
い
場
合
で
も
、
最
寄
り
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
貯
金
窓
口
で
本
人
確
認

を
行
っ
た
上
で
、
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。
お

近
く
の
郵
便
局
へ
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　　
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の

他
の
財
産
に
つ
い
て
、
被
害
金
額
が
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
や
申
請
手
続
き

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保
険
料
納
付
が
困
難

な
人
は
、
口
座
振
替
の
停
止
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
被
災
者
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
直

接
、
振
替
先
の
金
融
機
関
に
停
止
の
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

■�

被
災
者
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

被
災
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
無
料
）

　
☎
０
１
２
０（
５
５
８
）６
５
６

■
受
付
時
間

▼
㈪　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▼ 

㈫
～
㈮　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▼ 

㈯
㈰
㈷　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分 

■�

熊
本
地
震
に
係
る
国
民
年
金
基
金
の
取

り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　

　　
地
震
で
被
災
し
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の

財
産
に
つ
い
て
損
害
を
受
け
ら
れ
た
人
が
や
む

な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
た

場
合
は
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
資
格
は
喪
失

し
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

が
終
了
し
た
月
の
翌
月
１
日
か
ら
１
年
以
内
に

再
加
入
の
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
は
、
特
例
に

よ
り
以
前
加
入
し
て
い
た
と
き
と
同
じ
掛
金
で

加
入
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
を
継
続
す
る
場
合

は
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
を
減
口
や
一
時
休

止
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
負
担
を
一
時
的
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員

資
格
も
継
続
で
き
ま
す
。　

　
■ 

お
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
国
民
年
金
基
金
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
65
）４
１
９
２

国民年金本体

地震で被災し
国民年金保険
料を止むを得
ず免除する場
合

地震で被災し
たが国民年金
保険料納付を
続ける場合

国民年金基金

免除を受ける
と資格喪失

国民年金基金
も継続

今後の国民年金基金の対応

免除が終了した月の翌月から１年以内に
再加入の申出を行った場合は、以前の掛
金で再加入できる。

国民年金基金の掛金負担が大変な時は口
数の減口、掛金の一時停止ができる。そ
の後、掛けられるようになったときに納
付再開、掛金の増口が行える。また、掛
金納期から過去２年以内なら遡及納付も
可能。

◆
土
砂
災
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
地
盤
が
緩
く
な
っ
て
い
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
少
な
い
雨
で
も
崖
や
石

垣
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
崖

や
石
垣
、
壊
れ
か
か
っ
た
建
物
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

事
前
に
避
難
場
所
を
確
認

　

市
の
指
定
避
難
所
以
外
に
も
、
日

頃
か
ら
安
全
な
場
所
（
地
元
の
公
民

館
や
親
戚
宅
な
ど
）
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
避
難
の
場
合
は
、
食
べ
物
や

飲
み
物
、
寝
具
な
ど
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◆
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

崖
や
石
垣
の
近
く
に
お
住
ま
い
の

人
や
避
難
路
に
危
険
箇
所
が
あ
る
人

は
、
雨
が
強
く
な
る
前
に
余
裕
を
持
っ

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
家
族
や
ご
近
所
で
い
ざ
と
い
う

と
き
ど
こ
に
避
難
す
る
か
な
ど
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
特
に
災
害
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
状
態
で
す
。
崖
や
石
垣
、

河
川
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
人
は
避

難
所
や
安
全
な
場
所
に
早
め
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　防災交通課　☎ 0968(25)7203

災害から
身を守るために

災害対策の準備はできていますか。災害はいつやってくるかわ
かりません。被害を最小限にとどめるために、平常時は災害に
備え、災害時には自らの身の安全を守るよう行動することが大
切です。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
や

　
備
蓄
品
の
準
備

　

熊
本
地
震
の
余
震
も
断
続
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

梅
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し

品
の
準
備
や
停
電
や
断
水
に
備
え
て

３
日
分
程
度
の
水
や
食
料
の
備
蓄
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
の
例
】

　

懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾

電
池
）、
持
病
の
薬
や
処
方
箋
、
衣
類
、

非
常
用
食
品
、
携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン

ロ
な
ど

【
備
蓄
品
の
例
】

　

レ
ト
ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
、
飲
料
水
、
給
水
用
ポ
リ
タ
ン
ク
、

紙
皿
、
割
り
箸
な
ど　

◆
災
害
時
は
自
助
共
助
が
大
切　

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
、

警
察
、
市
役
所
な
ど
が
す
ぐ
に
稼
動

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
市
民
の

皆
さ
ん
で
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
助
共
助
の
精
神

を
持
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

危険度 気象情報 避難の体制 市民に求める行動

大雨特別警報
（記録的短時間大雨情報） 避難指示

避難中の人は確実に避難を完了してください。まだ避難していない人は直ちに避
難場所へ避難を始めてください。ただし、屋外で移動することが危険な場合は、
屋内での退避など安全確保を行ってください。

土砂災害警戒情報 避難勧告 避難所または安全な場所へ速やかに避難を始めてください。

大雨警報 避難準備情報
または自主避難

高齢者、病人、障がい者は、支援者と一緒に避難場所へ早めに避難を始めてくだ
さい。非常持ち出し用品を用意するなど、いつでも避難できるように準備してく
ださい。

大雨注意報 自主避難
必要に応じて避難場所に避難してください。避難場所は防災交通課または各総合
支所総務民生課にお問い合わせください。避難中の食事や生活必需品はご自分で
用意してください。

高い
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万
句
の
里
俳
句
会　
５
月
句
会

集
ま
り
し
小
さ
な
羽
音
え
ご
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村　
妙
子

地な

震い

の
夜
の
怯
え
る
空
に
春
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林　
ま
つ
子

余
震
な
ほ
新
茶
に
我
を
取
り
も
ど
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
朋
子

蔓
引
け
ば
ぐ
ら
り
と
動
く
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

余
震
な
ほ
眠
れ
ぬ
夜
の
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
４
月
例
会

夜
桜
や
二
人
に
言
葉
な
ど
要い

ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

大
地
震
一
夜
に
無む

惨ざ
ん

樟
の
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

震
源
の
益
城
氣
遣
ふ
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

本
震
も
余
震
も
余よ

所そ

に
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

生
涯
の
果
の
激
震
春
夜
明あ

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
４
月
詠
草

元
気
良
く
泣
く
子
は
育
つ
初
節
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

風
孕
み
猛
る
炎
や
野
火
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

鯉
の
群
背
ビ
レ
を
揺
ら
し
春
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

髪
切
り
て
鏡
の
我
に
春
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
水
笑
会　
４
月
例
会

桜
の
名
所　
外
国
人
の
溢
れ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

き
ゃ
あ
眠
り　
大
地
震
に
も
気
の
つ
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

き
ゃ
あ
眠
り　
犬
は
吠
え
ん
で
高
い
び
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田　
沁
醐

む
ず
か
し
か　
婚
活
何
度
し
た
だ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

む
ず
か
し
か　
親
の
躾
ば
せ
に
ゃ
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

七
城
短
歌
会　
４
月
詠
草

耐
震
の
整
う
隣
家
の
人
篤
し
誘
い
に
甘
え

避
難
せ
し
我　
　
　
　
　
　
池
田
カ
ツ
子

野
は
土
筆
庭
に
松
の
芽
直
に
伸
ぶ
そ
こ
は

か
と
な
き
春
の
た
だ
中　
　
佐
　々
重
弘

小
学
校
の
卒
業
証
書
を
し
か
と
手
に
持
つ

孫
の
ひ
と
皮
む
け
し
顔　
　
嶋
田　
晴
美

庭
草
を
抜
か
む
と
夫
の
在
り
し
日
の
麦
藁

帽
子
を
冠
り
意
気
込
む　
　
緒
方　
寛
子

散
歩
道
拾
い
し
空
き
缶
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
の

中
で
リ
ズ
ム
を
つ
く
る　
　
高
木　
　
精

「
里
」短
歌
会　
４
月
詠
草

山
桜
ダ
ム
の
湖
畔
を
満
開
に
染
め
る
日
描

き
苗
木
植
え
行
く　
　
　
　
岩
本
サ
ヨ
子

菜
の
花
の
大
地
彩
り
春
を
呼
ぶ
ス
カ
ー
フ

巻
け
ば
和
ら
ぐ
心　
　
　
　
緒
方　
悦
子

み
ど
り
葉
の
中
に
薄
き
紫
の
屈
ま
り
見
れ

ば
都
忘
れ
の
花　
　
　
　
　
梶
原
美
智
代

寂
し
く
ば
Ｃ
Ｄ
の
音
高
く
し
て
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
を
胸
深
く
聴
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城　
雅
子

散
歩
す
る
犬
も
水
場
に
走
り
く
る
公
園
の

午
気
温
上
り
ゆ
く　
　
　
　
前
原　
ゆ
み

高
齢
者
大
学
文
芸
部　
４
月
歌
会

「
た
だ
い
ま
」と
言
へ
る
言
は
れ
る
幸
せ
よ

花
真
っ
盛
り
紅
き
サ
ボ
テ
ン　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川　
愛
子

歳
重
ね
ス
ー
ツ
の
上
下
身
に
余
る
詰
め
て

補
整
の
手
縫
い
の
一
日　
　
北
村　
玉
恵

日
和
り
見
る
の
み
の
鞍
岳
仰
ぎ
し
に
医
院

入
院
早
も
ひ
と
月　
　
　
　
山
下　
菊
代

逆
さ
ま
に
花
に
つ
か
ま
り
蜜
を
吸
う
椿
の

中
の
メ
ジ
ロ
軽
や
か　
　
　
岩
根　
博
恵

娘
か
ら
紅
き
雨
傘
プ
レ
ゼ
ン
ト
雨
に
唄
え

ば
心
う
き
う
き　
　
　
　
　
堤　
よ
し
み

菊
池
短
歌
会　
５
月
詠
草

い
く
た
び
の
予
震
に
怯
ゆ
暗
闇
に
光
明
の

ご
と
満
天
の
星　
　
　
　
　
林　
ま
つ
子

野
茨
に
ゐ
る
み
つ
蜂
の
よ
ろ
こ
び
を
我
が

も
の
と
し
て
委
細
ち
ん
も
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怒
留
湯
健
蓉

真
夜
中
の
大
地
を
揺
ら
す
激
震
に
願
ふ
は

ひ
と
つ
た
だ
生
き
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
幸
臣

恐
ろ
し
き
も
の
の
過
ぐ
る
を
息
ひ
そ
め
ひ

た
待
つ
我
は
う
さ
ぎ
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤　
則
子

拒
否
さ
れ
し
オ
ス
プ
レ
イ
支
援
待
つ
人
へ

大
空
高
く
物
資
を
運
ぶ　
　
岩
永　
典
子

　
　

新 着・お 薦 め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
雨の日は自宅でのんびり読書
をしませんか ? 　　　メロン

耳 より情報

泗水図書館
　辛夷の花
　緑衣のメトセラ
　天下一の軽口男
　彼女に関する十二章
　小さな本の大きな世界
　獣医さんだけが知っている動物園のヒミツ人気者のホンネ
　パヤタスに降る星
　そりゃあもういいひだったよ
中央公民館図書室
　ストレスゼロの伝え方
　アトピーの夫と暮らしています 
　骨からわかる日本人の起源
　竈河岸
　黒のコスモス少女団
　ガラスのベーゴマ 
　だーれのおしり？
七城公民館図書室
　家族みんなを元気にするグルテンフリーレシピ
　ファスナーの本
　みずたまのたび
　白いイルカの浜辺
旭志公民館図書室
　サブマリン
　おかんメール　5 
　ぼくはいったいなんやねん
　うるうのもり

                         葉
は

室
む ろ

　麟
り ん

　著
 福

ふ く

田
だ

和
か ず

代
よ

　著
 木

き の

下
し た

昌
ま さ

輝
き

　著
 中

な か

島
じ ま

京
きょう

子
こ

　著
 長

お さ

田
だ

　弘
ひろし

　著
 北

き た

沢
ざ わ

　功
いさお

　監修
 山

や ま

口
ぐ ち

千
ち

恵
え

子
こ

　文
 荒

あ ら

井
い

良
りょう

二
じ

　絵

  木
き

村
む ら

英
え い

一
い ち

　著 
 陽

ひ

菜
な

ひよ子
こ

　著
 片

か た

山
や ま

一
か ず

道
み ち

　監修 
 宇

う

江
え

佐
ざ

真
ま

理
り

　著
 朱

し ゅ

川
か わ

湊
み な

人
と

　著
 槿

むくげ

　なほ　作
 よねづゆうすけ　作

   
伊

い

藤
と う

ミホ　著
 森

も り

岡
お か

圭
け い

介
す け

　編
 アンヌ・クロザ　さく

 ジル・ルイス　作

伊
い

坂
さ か

幸
こ う

太
た

郎
ろ う

　 著
 『おかんメール』製作委員会　編 

 岡
お か

田
だ

よしたか　著
 小

こ

林
ばやし

賢
け ん

太
た

郎
ろ う

　絵と文

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

　七城図書室は、七城公民館の１階にあります。現在約
11,000冊を所蔵し、話題の新刊や雑誌、絵本・紙芝居な
どをそろえています。
　また、季節ごとのテーマに応じた展示やイベントも行っ
ています。絵本コーナーでは靴を脱いでお子さんと一緒に
ゆっくりと本を読むことができます。勉強机もありますの
で調べものや勉強にお使いください。
　毎月第３土曜日には読み聞かせを行っています。皆さん
のお越しをお待ちしています！

七城公民館図書室です!

リサイクル本を配布します
　７月23日㈯開催の社会を明るくする運動菊池市集会で、
図書館(室)で使用できなくなった本や雑誌のバックナンバー
をリサイクル本として無料配布します。本を入れる袋やバッ
グはお持ちください。
と　き　７月23日㈯ 午後１時～　なくなり次第終了
ところ　泗水ホール
※ 当日は駐車場の混雑が予想されま

す。ご迷惑をおかけしますが予め
ご了承ください。

七城公民館図書室七城公民館図書室七城公民館図書室七城公民館図書室七城公民館図書室
こんにちは

私たち司書に
なんでも

お尋ねください♪

児童書の
展示コーナーもおすすめです !

怖い話、不思議な話を募集します
　あなたの知っている怖い話、不思議な話を募集します。学
校の七不思議やあなたが体験したちょっと怖い話などを、図
書室にあるおばけの用紙に書いてやなぎの木に貼ってみまし
ょう。図書室に遊びにくると集まったいろんなお話が読める
かも！？

と　き　６月１日㈬～８月31日㈬
ところ　旭志公民館図書室

33 322016 June広報きくち2016 June広報きくち
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鎮
守
の
森
に
ふ
さ
わ
し
い
大
木
で

福
本
八
幡
宮
の
御
神
木
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
い
る
市
指
定
の
文
化
財
で
す
。

樹
齢
は
7
0
0
年
を
超
え
て
い
ま
す
。

大
楠
の
枝
葉
は
境
内
の
天
空
ま
で
伸

び
、
根
回
り
は
力
強
く
台
地
に
張
っ

　
お
堂
の
正
面
に
は
上
人（
高
僧
）像
、

両
脇
に
は
室
町
時
代
の
石
造
阿
弥
陀

座
堂
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
向
か

っ
て
右
の
阿
弥
陀
像
は
「
飯
炊
き
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
、
名
前
の
由
来
は
不

明
で
す
。
向
か
っ
て
左
の
阿
弥
陀
座

像
通
称
「
首
な
し
さ
ん
」
は
、
県
内

で
は
最
初
期
の
石
造
仏
で
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
祭
日
は
12

月
14
日
と
な
っ
て
お
り
、
講
中
に
よ

り
座
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

福
本
八
幡
宮
境
内
の
大
楠

上
組
阿
弥
陀
堂

認定番号第特別 H27- ４号
推薦者　福本一区

認定番号第特別 H27- ３号
推薦者　福本一区

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
新
学
期
、
子
ど
も
た
ち
が
に
ぎ
や
か

に
急
ぎ
足
で
学
校
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
き
っ
と
新
し
い
仲
間
や
先
生
と
の

出
会
い
に
胸
が
と
き
め
く
の
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
目
の
前
に

す
る
こ
の
時
期
、
心
に
留
め
大
切
に
し

て
き
た
新
聞
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　
胸
膨
ら
ま
せ
孫
の
新
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
学
校
で
「
雑
巾
を
持
っ
て
く

る
よ
う
に
」と
先
生
か
ら
指
示
が
あ
り
、

娘
は
ミ
シ
ン
を
か
け
、
孫
に
持
っ
て
行

か
せ
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
先
生
の

一
言
が
何
と
「
お
ま
え
の
と
こ
貧
乏
な

の
か
」で
し
た
。
２
人
だ
け
手
縫
い
で
、

他
の
人
は
店
で
売
っ
て
い
る
も
の
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
件
で
先
生
の
一
言
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
先
生
は
何
げ
な

く
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
孫
は
「
こ
れ
か

ら
買
っ
て
持
た
せ
て
」と
言
い
ま
し
た
。

私
は
娘
に
手
作
り
の
良
さ
を
教
え
、
母

の
愛
を
教
え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ

れ
を
次
々
に
受
け
継
い
で
ほ
し
か
っ
た

の
で
す
。
責
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
よ
く
考
え
て
言
葉
を
選
ん
で
ほ

し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か

悔
し
い
思
い
で
す
。（
２
０
０
６
年
毎

日
新
聞
）

　
戦
後
の
貧
し
さ
の
中
を
生
き
抜
い
て

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課
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「
何
気
な
い
一
言
」 　
　
　
　
　
　
　

  　

  

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ　

伊い

十じ
ゅ
う

き
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
雑
巾
は
古
着

や
使
い
古
し
た
タ
オ
ル
を
再
利
用
す
る

の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
使
い
込
ん
だ

布
の
方
が
水
を
吸
収
し
や
す
く
、
絞
り

や
す
く
て
使
い
や
す
い
の
で
す
。
そ
し

て
一
針
一
針
丁
寧
に
縫
わ
れ
、
そ
の
素

材
や
生
地
は
家
族
や
生
活
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
投
稿
者
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
先
生

の
一
言
で
、
雑
巾
１
枚
に
込
め
ら
れ
た

文
化
や
家
族
の
つ
な
が
り
が
否
定
さ
れ

た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
孫
の「
買
っ
て
持
た
せ
て
」

の
言
葉
も
心
に
悲
し
く
響
き
ま
す
。
こ

の
投
稿
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
当

時
の
社
会
に
お
い
て
豊
か
さ
と
は
何
か

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
こ
の
記
事

は
、
子
ど
も
と
の
出
会
い
や
物
事
を
見

る
視
点
を
厳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

元
気
の
な
い
子
ど
も
、
話
を
聞
け
な
い

子
ど
も
た
ち
に
私
た
ち
は
ど
ん
な
声
か

け
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。「
元
気

出
さ
ん
か
い
」「
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ

い
」
は
、
子
ど
も
の
心
に
届
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
が
出
な
い
原
因
が

き
っ
と
あ
り
ま
す
。
話
を
聞
き
た
く
て

も
聞
け
な
い
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
の
背
景
に
あ
る
家
族
や
暮
ら
し

を
丸
ご
と
理
解
し
な
が
ら
、
目
の
前
に

い
る
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
悲
し
み
が
教

え
て
く
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
の
周
り
に
似
た
よ
う
な
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
表
面
だ
け
で
物

事
を
見
た
り
、
思
い
込
み
で
判
断
す
る

こ
と
で
真
実
を
見
誤
る
こ
と
が
。
私
た

ち
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、
次
の

２
つ
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

・ 

正
し
い
知
識
を
正
し
く
学
び
、
正
し

く
伝
え
る
。 

・ 

見
え
な
い
と
き
は
見
え
る
と
こ
ろ
ま

で
、
聞
こ
え
な
い
と
き
に
は
聞
こ
え

る
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
く
。

　
こ
の
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
見
方
や
考
え
方
が
変
わ
り
、
人
と

の
つ
な
が
り
方
も
変
わ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

身近な風景自慢　フォトコンテスト
期　間：～６月５日㈰
　応募作品 55 点の写真を全て展示します。

開塾 25 周年　秋月書道塾記念展
期　間：６月７日㈫～ 19 日㈰
　書道の古典で技術力を養い、高い格調の創作の書を目指
しています。「柴光」の毎月の課題を提出して向上心を養い、
書道の作品作りに頑張っています。

熊本負けんばい　絵手紙作品展
期　間：   ６月 21 日㈫～７月３日㈰
　みんなの思いがみんなの心に届きますように、たくさん
のご参加をお待ちしています。
　展示期間中にコンサートを開催します。
と　き：６月 23 日㈭　午後２時～３時
　「熊本負けんばい」復興支援チャリティコンサート
　マラカスによる馬頭琴・ホーミー

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
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ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
和紙ちぎり絵 20 年の歩み　　
期　間：～６月 19 日㈰
　教室を開校して早 20 年。出入りはありましたが、１年
生から 20 年生までの作品をどうぞご覧ください。
　６月５日㈰午後１時から１日体験教室を行います。

絵画展　水俣紘三　　
期　間：６月 21 日㈫～７月３日㈰
　入院中に描いたものの中から展示します。もっと上手に
描けたら、という思いです。

【まちかど資料館企画展】
菊池十八外城展
期　間　当面の間
　菊池十八外城は四方に城塞を配置して連携をなし、守備
を固めました。この企画では時代の動きと外城の役割を紹
介します。

体
験
型
民
泊
「
き
く
ち
民
泊
」

　
民
家
に
泊
ま
る
こ
と
の
総
称
を
「
民

泊
」
と
い
い
、
近
年
は
民
泊
条
例
を
設

け
る
都
市
の
話
題
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
民
泊
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。　

　
「
民
泊
」
と
は
、
宿
泊
料
に
当
た
る

代
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
非

営
利
で
自
分
た
ち
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、
食
事
代
や
体
験
な
ど
の
対
価
を
収

益
と
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
菊
池
市
で
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
一
環
で
、
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
た

い
人
の
た
め
に
、
ま
た
空
き
家
の
活
用

方
法
と
し
て
「
体
験
型
民
泊
」・「
農
家

民
泊
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
収
益
基

盤
増
の
取
り
組
み
と
な
り
、
地
域
交
流

や
移
住
希
望
の
人
へ
の
働
き
口
、
あ
る

い
は
起
業
の
足
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
々
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活

や
風
景
が
、
地
域
外
の
人
に
と
っ
て
は
、

心
癒
や
さ
れ
る
も
の
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
提
案
。
農
家
の
人
以
外
で
も

民
家
を
提
供
し
て
民
泊
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
は

ず
。そ
こ
で
、「
き
く
ち
民
泊
」と
銘
打
っ

て
、
菊
池
の
魅
力
を
伝
え
る
新
機
軸
の

民
泊
を
提
供
で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
商
法
・
勧
誘

に
ご
注
意
く
だ
さ
い　

　
災
害
に
便
乗
し
、
不
安
を
あ
お
る
よ

う
な
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
族
や
周
囲
の
人

と
も
相
談
し
、
冷
静
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。
今
回
は
、
過
去
の
自
然
災
害
に

関
し
て
の
相
談
例
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
事
例
①

　
突
然
、
業
者
が
訪
れ
「
瓦
が
落
ち
て

い
る
。
早
く
工
事
し
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
何
度
も
訪

問
さ
れ｢

判
を
押
せ｣

と
せ
か
さ
れ
て

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
工
事
日
も
決

ま
っ
て
い
な
い
の
に｢

内
金
30
万
円
を

す
ぐ
入
れ
る
よ
う
に｣

と
言
わ
れ
た
。

対
応
策　
▼
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場
で

す
ぐ
に
頼
ま
な
い
▼
工
事
の
内
容
や
費

用
な
ど
よ
く
確
認
す
る
▼
家
族
な
ど
に

相
談
し
た
り
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
取
り
、
十
分
に
検
討
す
る
。

相
談
事
例
②

　
業
界
団
体
の
よ
う
な
名
前
の
と
こ
ろ

か
ら
突
然
電
話
が
あ
り
「
火
災
保
険
で

修
理
で
き
る
。
う
ち
の
指
定
業
者
が
無

料
で
調
査
し
、
保
険
申
請
も
手
伝
う
」

と
言
わ
れ
、
後
日
業
者
が
調
査
に
来
た
。

保
険
金
が
出
る
な
ら
と
思
い
、
そ
の
業

者
と
工
事
請
負
契
約
を
結
び
、
作
成
し

て
も
ら
っ
た
見
積
書
な
ど
で
保
険
会
社

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
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㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

に
申
請
す
る
と
、
60
万
円
の
保
険
金
が

出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
工
事

は
な
じ
み
の
業
者
に
頼
ん
だ
方
が
良
い

と
思
い
、
解
約
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

保
険
金
の
50
㌫
も
の
解
約
料
が
取
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

対
応
策　
▼
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の

損
害
は
、
ま
ず
自
分
で
損
害
保
険
会
社

か
代
理
店
に
連
絡
し
、
保
険
金
支
払
い

の
対
象
と
な
る
か
、
申
請
は
ど
の
よ
う

に
す
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
▼
工
事
を

依
頼
す
る
際
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
取
り
、
内
容
を
確
認
し
、
納
得

し
た
上
で
契
約
す
る
。

損
害
保
険
契
約
の
有
無
を
電
話
で
確
認

で
き
ま
す　

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
地
域
で
、

家
屋
な
ど
の
消
失
に
よ
り
保
険
契
約
に

関
す
る
手
掛
か
り
を
失
っ
た
人
は
、
契

約
の
有
無
を
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

原
則
、
被
災
者
本
人
と
そ
の
親
族
（
配

偶
者
・
親
・
子
・
兄
弟
・
姉
妹
）
が
照

会
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
災
害
損
保
契
約
照
会
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
00
）１
８
３
０

受
付
時
間

　
㈪
～
㈮
午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時

※ 

当
面
は
㈯
㈰
㈷
も
照
会
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

て
い
ま
す
。

　

大
楠
の
根
元
に
は
「
夜
泣
き
貝
」

と
呼
ば
れ
る
陸
生
の
巻
貝
が
生
息
し

て
お
り
、
そ
の
貝
を
幼
子
の
枕
元
に

置
け
ば
夜
泣
き
が
止
む
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。

頃
か
ら
区
民
の
手
で
清
掃
や
献
花
が

行
わ
れ
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

介護予防ミニ講座
筋力低下の予防 ～正しい姿勢で過ごしましょう～

　正しい姿勢を意識して過ごすことで、自然と背中
の筋肉とお腹の筋肉を鍛えることができ、猫背や腰
痛を改善・予防することができます。

・ 正しい姿勢で食事をすることで、ムセや誤嚥性肺
炎を予防することができます。

・ 毎日意識することで美しい姿勢を保ち、若々しく
いることができ、歩く姿勢も美しくなります。

問高齢支援課地域包括支援係　☎ (25)7216

座位（椅子）の場合
　足をきちんと床につけ、
背もたれから少し離し、
耳・肩・腰が直線になるよ
う背筋を伸ばして座りま
しょう。

立位の場合
　耳・肩・腰・ひざ・くる
ぶしが、上から下まで直線
になるように立ちましょ
う。( お腹が前に出過ぎな
いようにしましょう。）

立
位 

悪
い
例

座
位（
椅
子
） 

良
い
例

立
位 

良
い
例

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
償
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
区
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な
ど
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

は
、
地
域
社
会
の
発
展
や
市
民
の
健
康
増

進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
万
が
一
事
故
が
起
き
た
ら
…
…
。

対
象
と
な
る
活
動

　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、
５
人
以

上
の
市
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
市
民
団

体
な
ど
が
行
う
公
益
性
の
あ
る
市
民
活
動

中（
政
治
、宗
教
、営
利
目
的
な
ど
を
除
く
）

の
事
故
。
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
社
会
活
動
：
区
活
動
、
運
動
会
、

祭
り
、
清
掃
美
化
活
動
な
ど
▼
青
少
年
育

成
活
動
：
子
ど
も
会
の
諸
活
動
、
非
行
防

止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
▼
社
会
福
祉
奉
仕
活

動
：
社
会
福
祉
施
設
援
護
活
動
、
在
宅
老

人･

身
障
者
な
ど
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど

▼
社
会
教
育
活
動
：
青
年
団
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
学
校
管
理
下
中
は
除
く
）
公
民

館
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど

過
去
の
該
当
事
例　
▼
区
活
動
：
清
掃
活

動
（
人
築
）、
運
動
会
、
祭
り
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
▼
市
民
活
動
：
子
ど

も
の
学
習
会
な
ど

対
象
と
な
ら
な
い
活
動　
▼
山
岳
登
山
や

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
危
険
を
伴
う
ス

ポ
ー
ツ
▼
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ

る
事
故
▼
地
震
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
る
も
の
な
ど

※�

他
に
も
対
象
外
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
（
傷
害
補
償
）

　
指
導
者
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
が
死
亡
ま

た
は
後
遺
障
が
い
を
被
る
、ま
た
、入
院・

通
院
治
療
を
要
す
る
け
が
を
し
た
場
合
の

事
故
。（
１
人
当
た
り
）

▼
死
亡
補
償
金�

６
０
０
万
円

▼
後
遺
障
害
補
償
金
（
程
度
に
よ
る
）

　
18
万
円
～
６
０
０
万
円

▼
入
院
補
償
金�

１
日
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
54
万
円
）

▼
通
院
補
償
金�

１
日
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
18
万
円
）

※�

事
故
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
１
８
０
日

以
内
ま
で
を
補
償

補
償
内
容
（
賠
償
責
任
補
償
）

　
団
体
の
指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
過
失
に

よ
り
参
加
者
や
第
三
者
に
け
が
を
さ
せ
た

り
、
財
物
に
損
害
を
与
え
法
律
上
の
賠
償

責
任
を
負
っ
た
場
合
。

▼
身
体
賠
償
（
最
高
）
１
人
６
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
億
円

▼
財
物
賠
償
（
最
高
）

　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
０
０
万
円

事
故
が
起
き
た
ら

　
２
週
間
以
内
に
団
体
の
責
任
者
を
通
じ

て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
契
約
期
間
は
５
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

５
月
１
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。
そ
れ
以

降
は
新
た
に
契
約
を
結
び
直
す
た
め
、
保

険
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

平
成
27
年
度
分

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

　
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
に
規
定
す
る
実

施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

情
報
公
開
実
施
状
況

個
人
情
報
保
護
運
用
状
況

実施機関 請求
件数 開示 不開示 不服

申立 不服申立の処理状況

市　長 32 件 23 件 ９件 ９件 取下１件、認容１件、
棄却３件、継続４件

教育委員会 ５件 ５件 0 件 ０件

議会事務局 １件 １件 ０件 ０件

公平委員会 ０件 ー ー ー

その他
の機関 ０件 ー ー ー

合　計 38 件 29 件 ９件 ９件

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

試
験
期
日　
８
月
21
日
㈰

試
験
会
場　
崇
城
大
学
情
報
学
部

試
験
の
種
類　

①�

第
一
種
衛
生
管
理
者
、
第
二
種
衛
生
管

理
者
、
潜
水
士
、
エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主

任
者

②�

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
、
二
級
ボ
イ
ラ
ー

技
師

申
込
期
間　
６
月
20
日
㈪
～
７
月
４
日
㈪

（
㈯
㈰
を
除
く
）

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験

　
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人
に
対
し
、
医
療

機
関
で
受
け
た
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人
。

（
妊
娠
中
の
女
性
・
妊
娠
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
女
性
を
除
く
）�

▼�

熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予
防
接
種

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

▼�

妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
で
、�

過
去

の
風
し
ん
抗
体
価
で
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
が
16

倍
以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
抗
体
価
が
８
・

０
未
満
の
人

助
成
対
象
の
予
防
接
種　
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
接
種
し
た

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ

Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン�

助
成
額　
１
人
に
つ
き
４
千
円
を
上
限
と

し
、
対
象
者
が
負
担
し
た
額

申
請
期
限�　
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す

　
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20
週
頃
ま
で
）
に

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
の
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
が
病
気
（
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
）
に
か
か
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊

娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
女
性
は
、
風
し

ん
の
免
疫
（
抗
体
）
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
、
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫

（
抗
体
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
無
料

で
検
査
で
き
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口　
菊
池
保
健
所

　
☎（
25
）４
１
３
８

対
象
者　
▼
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者
▼
風
し
ん
の
抗
体
価

が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16
倍
以
下
）

妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
。

熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査

　
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
人
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
を
除

き
ま
す
。
詳
し
く
は
菊
池
保
健
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
限　
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

６月の「税」の納期限
６月 30 日㈭

問税務課
　市民税係　☎ (25)7206
　固定資産税係　☎ (25)7207

　●軽自動車税全期　
　●固定資産税第１期
地震の影響により通常納期を延長し
ています。固定資産税の口座振替を
利用している人は６月 27 日㈪に振
替を行いますので、残高の確認をお
願いします。

実施機関 請求
件数 開示 不開示 不服

申立 不服申立の処理状況

市　長 ９件 ６件 ３件 ６件
取下１件、認容１件、
却下１件、棄却２件、
継続１件

教育委員会 ０件 ー ー ー

議会事務局 ０件 ー ー ー

公平委員会 ０件 ー ー ー
その他
の機関 ０件 ー ー ー

合　計 ９件 ６件 ３件 ６件

児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引
き

続
き
受
給
す
る
た
め
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。６
月
中
旬
に
現
況
届
用
紙（
ピ

ン
ク
色
）を
該
当
者
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
限　
６
月
30
日
㈭

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
毎
週
㈬
は
午
後
８
時
ま
で
）

問
●申
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
①
熊
本
県
労
働
基
準
協
会

　
☎
０
９
６（
２
４
５
）７
８
２
１

　
②
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
２
）７
７
７
５

第
２
回
菊
池
市
民
劇

開
催
を
延
期
し
ま
す

　
11
月
20
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

第
２
回
菊
池
市
民
劇
は
、
熊
本
地
震
の
影

響
に
よ
り
開
催
を
延
期
し
ま
す
。

　
開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
菊
池
市
民
劇
制
作
実
行
委
員
会　
隈く

ま

部べ

　
☎
０
９
０（
８
８
３
４
）１
１
７
２
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個
人
で
設
置
・
管
理
し
て
い
た
浄
化
槽

の
寄
付
を
受
け
入
れ
、
市
が
維
持
管
理
を

行
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

対
象
地
域　
集
合
排
水（
下
水
道
な
ど
）区

域
を
除
い
た
区
域
全
域

本
人
が
対
応
す
る
部
分　

▼�

ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
場
か
ら
浄
化
槽

ま
で
の
配
管
管
理
と
浄
化
槽
か
ら
放
流

先
ま
で
の
配
管
管
理
費
（
閉
塞
時
な
ど

の
対
応
）

▼�

寄
付
受
け
入
れ
審
査
中
に
発
見
さ
れ
た

浄
化
槽
不
具
合
の
修
繕
料　

▼�
寄
付
可
能
通
知
後
の
清
掃
費

▼�
寄
付
可
能
通
知
後
の
機
器
交
換
・
修
繕

費�

次
の
ケ
ー
ス
は
自
己
負
担

▼ 

駐
車
場
対
応
で
は
な
い
浄
化
槽
で
、
車

個
人
が
管
理
す
る
浄
化
槽
の

寄
付
を
受
け
入
れ
ま
す

な
ど
の
乗
り
上
げ
に
よ
り
破
損
し
た
場

合
の
補
修
・
漏
水
修
繕
費
用

▼�

使
用
水
量
の
過
多
や
不
適
正
な
使
用
に

よ
る
追
加
の
清
掃
費
用

▼�

浄
化
槽
寄
付
採
納
決
定
後
、
無
断
で
改

造
し
た
り
上
部
に
構
造
物
を
つ
く
り
維

持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
た
り
し
た
場

合
の
撤
去
・
原
状
復
旧
費
用�

次
の
浄
化
槽
は
寄
付
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん�

▼�

設
置
後
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
浄
化

槽
▼�

申
し
出
日
ま
で
の
過
去
１
年
間
、
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
な
い
浄
化
槽

▼
浄
化
槽
上
部
に
構
造
物
が
あ
る
も
の

▼�

故
障
し
修
繕
も
で
き
な
い
浄
化
槽

▼
単
独
浄
化
槽

問
下
水
道
課
工
務
係　

　
☎（
25
）７
２
４
４

種別 基本割
（１戸）

世帯員割
（１人当たり）

一般汚水 2,160 円 540 円

集会所
公民館 1,080 円  ー

▼浄化槽市町村整備使用料（月額）

※４人世帯の場合の計算例
　基本割2,160円＋（世帯員割540円×４人）＝4,320円

参
議
院
選
挙
が
７
月
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
第
24
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
」
が
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
公
示
日
・
投
票
日
は
現
在
確
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
期
日
前
投
票
所
は
次
の
と
お

り
設
置
し
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
ど
の

期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
・
期
間

①
市
役
所
本
庁　
庁
舎
南
側
プ
レ
ハ
ブ

　
公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

②
各
総
合
支
所
（
七
城
・
旭
志
・
泗
水
）

　
投
票
日
８
日
前
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

投
票
時
間

　
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
25
）７
２
０
１

菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
報
奨
金

　
社
会
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

す
る
市
内
在
住
の
個
人
に
対
し
て
報
奨
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
大
会
・
交
付
額

　
主
催
ま
た
は
主
管
が
、
公
的
機
関
ま
た

は
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
（
加
盟

競
技
団
体
も
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

▼
国
民
体
育
大
会　
２
万
円�

▼�

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
全
国
大
会

２
万
円�

▼�

地
方
大
会
、
県
大
会
な
ど
を
勝
ち
抜
き

出
場
す
る
全
国
大
会　
２
万
円�

▼�

ア
ジ
ア
大
会
、
世
界
大
会
（
夏
季
ま
た

は
冬
季
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
た
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
除
く
）

３
万
円�

▼ 

地
方
大
会
、
県
大
会
な
ど
を
勝
ち
抜
き

出
場
す
る
西
日
本
大
会
、東
日
本
大
会
、

九
州
大
会　
１
万
円

※�

親
睦
・
交
流
な
ど
を
主
な
目
的
と
す
る

も
の
は
除
く
。
大
会
開
催
後
６
カ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
４

平
成
28
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
延
期
し
ま
す

　
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
平
成

28
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
熊

本
地
震
の
影
響
に
よ
り
調
査
時
期
を
延
期

し
ま
す
。

　
調
査
再
開
時
期
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
事
業

所
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎（
25
）７
２
４
９

停
電
の
お
詫
び
と

ご
協
力
の
お
礼

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

お
よ
び
ご
家
族
の
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
会
館
の
利
用
方
法
が

変
わ
り
ま
す

　
菊
池
市
文
化
会
館
と
泗
水
ホ
ー
ル
の
利

用
規
定
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
点

①
予
約
受
付

　
練
習
室
は
、
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の

１
カ
月
前
の
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か

ら
、
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

②
使
用
料
の
減
免　

　

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
（
学
習
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
社
会
教
育
に
関

す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
自

主
的
な
運
営
を
行
う
広
く
開
か
れ
た
団

体
）
が
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
事
前
に
社
会
教
育
団
体
登
録

申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
教
育
委
員

会
へ
提
出
し
、
登
録
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

適
用
日　
７
月
１
日
㈮

問
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

儲
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
本
市
で
生
産
さ
れ
る
農
林
畜
産
物
を
使

用
し
た
加
工
食
品
の
商
品
開
発
を
通
し
て

「
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
開
発
商
品
の
情
報
発
信
、
販
売
促

進
を
図
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
6

次
産
業
化
の
推
進
と
儲
か
る
農
業
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

対
象
事
業

▼�

新
商
品
開
発
の
た
め
の
農
産
物
栽
培
地

の
土
壌
分
析
、
農
産
物
の
成
分
分
析
を

行
う
取
り
組
み�

▼�

新
商
品
開
発
の
た
め
の
機
械
器
具
導
入

を
行
う
取
り
組
み�

▼�

開
発
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を

製
作
す
る
取
り
組
み�

▼�

情
報
発
信
及
び
販
売
促
進
の
た
め
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
取
り
組
み

対
象
者　

▼�

市
内
に
住
所
が
あ
る
一
経
営
体
の
農
業

者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者
組
織

▼�

本
市
に
事
業
所
を
持
つ
加
工
・
販
売
事

業
所

補
助
額　
上
限
額
50
万
円

※
予
算
の
範
囲
内

補
助
率　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

そ
の
他　
▼
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
変
更
な
ど
）
は
補
助

対
象
外
で
す
▼
既
に
完
了
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
外
で
す
▼
年
度
内
で
の
事
業

開
始
お
よ
び
事
業
完
了
が
条
件
で
す
。

問
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

平
成
29
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
対
象
説
明
会

　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の

企
業
な
ど
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の

申
し
込
み
か
ら
選
考
、
採
用
、
雇
い
入
れ

に
至
る
諸
手
続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
６
月
14
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

　
受
付　
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館
メ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
（
亘
５
３
８
‐
２
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
就
職
支
援
部
門

学
卒
係　

　
☎（
24
）８
６
２
６

募
集

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者

募
集
を
延
期
し
ま
す

　
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
28
年

度
菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
募
集
を
延

期
し
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報

き
く
ち
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、

経
済
、
歴
史
、
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

と　
き　
８
月
７
日
㈰

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

募
集
期
間　
６
月
７
日
㈫
～
７
月
３
日
㈰

出
場
資
格　
市
内
在
住
の
幼
・
保
育
園
か

ら
中
学
生
ま
で
の
個
人
ま
た
は
４
人
以
下

の
グ
ル
ー
プ

応
募
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

菊
池
市
文
化
会
館
へ
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
市
文
化
会
館
（
〒
8
6
1
‐

1
3
0
8　
菊
池
市
亘
32
）

　
☎（
24
）1
1
0
1　

　
Ⓕ（
24
）１
１
０
３

第
29
回
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

参
加
者
募
集

出
願
期
間　

第
１
回　
８
月
31
日
㈬
ま
で

第
２
回　
９
月
20
日
㈫
ま
で

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
●申
放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

　
こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
停
電
が
長
時
間

発
生
し
、
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

自
治
体
や
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ま
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
当
社
設
備
の
損
傷
箇
所
へ

の
対
応
な
ど
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
電
気
に
関
す
る
お
困
り
の
事
や
ご
相

談
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
最

寄
り
の
営
業
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
配
電
事
業
所

大
津
営
業
所

　
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

発 達 障 が い
対象就業

準備訓練科
発達障がい ６人

グループワークを
中心に、社会性や
ビジネスマナーを
学び、職場実習な
どを行います。

～６月 30 日㈭ ８月２日㈫～
10 月 31 日㈪

学校法人
熊本ＹＭＣＡ学園
熊本市中央区新町１
丁目３－８

製パン科

身体障がいのうち聴覚
障がい・上下肢障がい・
内部障がい、精神障が
い、発達障がい、難病、
高次脳機能障がい

７人

パン製造に関する
基礎的な作業と理
論を習得します。
社会人として必要
な職業能力の基礎
を学びます。

～６月 30 日㈭ ８月２日㈫～
10 月 31 日㈪

合資会社パン物語
熊本市東区戸島西２
丁目６－１０９号

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

と　
き　
６
月
12
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
44

と　
き　
８
月
17
日
㈬
～
22
日
㈪

　
　
　
　
５
泊
６
日

と
こ
ろ　
東
京
都
小
笠
原
村
父
島
・
南
島

資　
格　
小
学
３
年
～
中
学
３
年

内　
容　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
、
ウ

ミ
ガ
メ
飼
育
体
験
教
室
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ハ
イ
ク
、ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、動
植
物
観
察
、

星
座
観
察
、
野
外
炊
飯
な
ど

定　
員　
25
人

申
込
期
限　
７
月
20
日
㈬

そ
の
他　
申
込
方
法
や
参
加
費
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会　
〒
１
４
１
‐
０
０
３
１　
東
京
都
品

川
区
西
五
反
田
７
‐
15
‐
４
第
三
花
田
ビ

ル
4
階　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

第
５
回
小
笠
原
諸
島
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

小
学
生
水
泳
教
室
生
徒
募
集

と　
き　
７
月
21
日
㈭
～
28
日
㈭

　
午
前
10
時
～
11
時（
25
日
除
く
全
７
回
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

対
象
者　
25
㍍
泳
げ
な
い
市
内
小
学
生

募
集
人
員　
先
着
20
人

申
込
期
限　
７
月
８
日
㈮

内　
容　
顔
付
け
、
も
ぐ
る
、
息
継
ぎ
、

ク
ロ
ー
ル
な
ど

参
加
費　
２
千
円

指
導
者　
坂さ
か
田た

は
る
み
先
生

　
（
文
部
科
学
省
認
定
コ
ー
チ
）

問
●申
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎（
38
）２
２
５
８

　
職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ

で
す
。
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）

や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
な
が
ら

職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市　

科　
目　
実
践
機
械
加
工
科
、
電
気
設
備

施
工
科
、
ビ
ル
設
備
施
工
科
、
生
産
管
理

サ
ポ
ー
ト
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

訓
練
期
間　

８
月
２
日
㈫
～
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

き
く
ち
夏
ま
つ
り　

白
龍
・
子
白
龍
担
ぎ
手
大
募
集

　
菊
池
伝
説
を
基
に
製
作
さ
れ
た
巨
大
白

龍
を
担
い
で
、
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
８
月
６
日
㈯

　
　
　
　
午
後
5
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場
、
菊
池
武
光
公

騎
馬
像
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

募
集
内
容

①
白
龍
担
ぎ
手　

　
成
人
男
性
２
０
０
人
程
度

②
子
白
龍
担
ぎ
手

　
小
学
３
～
６
年
生
80
人
程
度

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
中
学
生
10
人
程
度
（
子
白
龍
の
補
助
）

　
高
校
生
20
人
程
度
（
事
務
局
の
補
助
・

　
舞
台
の
補
助
）

申
込
期
限　
７
月
15
日
㈮

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

樹
木
管
理
講
習
会
参
加
者
募
集

　
樹
木
の
性
質
や
整
枝
の
仕
方
な
ど
、
知

識
・
技
能
を
習
得
し
て
、
造
園
業
な
ど
で

の
就
職
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
就
業
を
目
指
し
ま
す
。
樹
木
管
理
に
興

味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
20
日
㈪
～
23
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
４
日
間
）

と
こ
ろ　

　
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
６
月
14
日
㈫

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

応
募
条
件　
▼
55
歳
以
上
の
人
で
、
樹
木

管
理
関
係
の
仕
事
に
就
職
を
希
望
し
て
い

る
人
ま
た
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
登
録
を
希

望
し
て
い
る
人
▼
講
習
の
全
日
程
を
受
講

で
き
る
人

い
き
い
き
食
堂
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
ヘ
ル
シ

ー
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
学
ぶ
「
い
き
い

き
食
堂
」
が
、
さ
ら
に
進
化
し
ま
し
た
。

　
３
０
０
種
類
以
上
あ
る
フ
ー
ド
モ
デ
ル

を
使
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
や
調
理
実
習

を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
食
が
学
べ
る
講
座
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
講
座
を
修
了
し
た
人
は

「
い
き
い
き
食
堂
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定

し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
（
全
２
回
）�

第
１
回　
６
月
24
日
㈮　
市
内
旅
館

　
受
付　
午
前
10
時
～

第
２
回　
7
月
1
日
㈮　
泗
水
公
民
館

　
受
付　
午
前
9
時
～�

参
加
費　
２
千
円

対
象
者　
▼
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人
▼
２
回
と
も
参
加
で
き
る

人定　
員　
先
着
30
人

申
込
方
法　
申
込
先
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
習
会
受
講
者
募
集

問
●申
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会　
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

講　習 講習期間 日　数 定　員 申込期限 場　所
フォークリフト

運転技能 ６月 16 日㈭～ 22 日㈬ ５日 20 人 ６月６日㈪ キャタピラー九州㈱熊本教習センター

マンション
管理員 ６月29日㈬～７月７日㈭ ６日 36 人 ６月17日㈮ 熊本県総合福祉センター

パソコン基礎 ７月６日㈬～13日㈬ ６日 20 人 ６月24日㈮ 熊本市職業訓練センター
小型車両系建設
機械特別教育 ７月27 日㈬～28日㈭ ２日 20 人 ７月15日㈮ コベルコ熊本教習センター

ス ー パ ー マ ー
ケットスタッフ ８月24 日㈬～ 25日㈭ ２日 20 人 ８月15日㈪ イオン熊本中央店

介護職員
初任者研修 ９月１日㈭～ 11月18日㈮ 31日 30 人 ８月22日㈪ 熊本ＹＭＣＡ東部校・あやの里

※受講料は無料です。申込方法など詳しくは熊本県シルバー人材センター連合会のホームページに掲載しています。

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
の

手
で
つ
く
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
来
年
1
月
に
予
定
し
て
い
る
成
人
式
式

典
の
企
画
・
運
営
・
進
行
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
意
欲
あ
る
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
▼
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
市
内
在
住
ま
た

は
本
市
出
身
者
▼
実
行
委
員
会
議
と
成
人

式
当
日
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　
10
人
程
度　

募
集
期
限　
７
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
●申
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

　
Ⓜ�shakaikyouiku@

city.kikuchi.
lg.jp 菊

池
市
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

健
康
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会

参
加
者
募
集

　
こ
と
し
の
健
診
前
に
血
液
検
査
、
体
力

測
定
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
６
月
20
日
㈪

　
受
付　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

対　
象　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
興

味
が
あ
る
人
、
平
成
29
年
２
月
実
施
予
定

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会
に
参
加
で
き
る

人
、
主
治
医
に
よ
る
運
動
制
限
が
な
い
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

検
査
内
容　
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、
血
液

検
査
、
体
力
測
定

申
込
方
法　
申
込
先
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

と
こ
ろ　
光
尊
寺
（
菊
池
郡
大
津
町
大
津

８
６
７
）

応
募
資
格　
20
歳
～
45
歳

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）

※
別
途
入
会
登
録
費　
千
円

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://happy1592.justhpbs.jp/

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
江え

藤と
う
南な

美み

枝え

　
☎
０
７
０（
２
３
９
９
）９
２
５
９

　
桐き
り
原は
ら
ユ
ウ
子こ

　
☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

イ
ベ
ン
ト

６
月
の
内
容

９
日
㈭　
し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び

16
日
㈭　
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

23
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

30
日
㈭　
人
形
劇

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※�

受
付
人
数
に
制
限
が
あ
り
。
参
加
費
無

料
。��

30
日
㈭
に
限
り
午
前
10
時
～
11
時
。

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室
・
遊
戯

室
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

相
談

第
39
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
４
月
が
震
災
で
延
期

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
、
建
築
家
の

荒あ
ら

木き

健け
ん

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
を
招
き
、
菊
池
養
生
詩

塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
参
加
費
不
要
で
す
。

と　
き　
６
月
25
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
５
０

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
６
月
21
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

�

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

問健康推進課健康推進係　☎ (25)7219

■ 主催　菊池市健康づくり推進協議会
■ 共催　菊池市、菊池養生園保健組合菊池広域保健センター、社会医療法人社団高野会大腸肛門病センター高野病院

と　き  ６月25日㈯ 午後１時～４時30分
ところ   泗水公民館

講演 各種ブース午後２時15分～３時15分 午後１時～２時
午後３時30分～４時30分

講師 　秋
あ き

月
づ き

美
み

和
わ

先生（みわクリニック院長）
演題 　「大切な貴女を守るために
　　　   ～乳がんについて話しましょう～」

◎体験
・食事バランス「SAT」システム体験コーナーなど
◎展示【菊池市食生活改善推進員協議会】
・みそ汁塩分測定など
　ご家庭のみそ汁 大さじ１杯をご持参ください
◎ワークショップ【地域おこし協力隊】
・かんたんスッキリ ! 骨ストレッチ
・足裏刺激で健康づくり
※ １回 30 分。受け付

けは当日会場で行い
ます。

　乳がんは、早期発見し治療
すれば決して怖い病気ではあ
りません。少しでもたくさん
の人に検診を受けていただ
き、早期発見に努めます。
　もし病気が見つかったら、
患者さまと同じスタンスで一
緒に闘っていきたいと思って
います。

秋月先生から一言

北
きた

里
ざと

嘉
よし

幸
ゆき

さん 加
か

藤
とう

丈
たけ

雄
お

さん

参加費
無 料菊池市健康づくり大会菊池市健康づくり大会

来場者プレゼント
くまモンのトイレットペーパーくまモンのトイレットペーパー

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
23
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
27
日
㈪
～
7
月
１
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
を

ご
存
知
で
す
か

　
６
月
１
日
㈬
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
特
設
の
人

権
相
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
一
層
の
人
権

尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
14
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
大お

お

場ば

ヒ
ロ
子こ　
（
〇菊　
横
町
）

　
山や

ま

内う
ち

理ま
さ

至し　
　
（
〇菊　
立
石
）

　
石い

し

原は
ら

克か
つ

子こ　
　
（
〇菊　
今
）

　
冨ふ

士じ

本も
と

光み
つ

範の
り　
（
〇菊　
高
野
瀬
）

　
小こ

林ば
や
し

美み

紀き

子こ　
（
〇菊　
寺
小
野
）

　
赤あ

か

星ほ
し

和か
ず

範の
り　
　
（
〇七　
間
所
）

　
牧ま

き　
美み

代よ

志し　
（
〇七　
元
村
）

　
徳と

く

永な
が

良り
ょ
う

子こ　
　
（
〇七　
辺
田
）

　
青あ

お

木き

悦え
つ

郎ろ
う　
　
（
〇旭　
川
下
）

　
中な

か

村む
ら

鉄て
つ

男お　
　
（
〇旭　
妻
越
）

　
上う

え

野の

惠え

里り

子こ　
（
〇旭　
平
）

　
児こ

玉だ
ま

清き
よ

美み　
　
（
〇泗　
富
の
原
東
）

　
隈く

ま

部べ

実み

千ち

代よ　
（
〇泗　
井
戸
方
）

　
永な

が

田た

源も
と

彦ひ
こ　

　
（
〇泗　
永
）

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
人
権
啓
発
課　
☎（
25
）７
２
０
９

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
６
月
17
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
2
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課�

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

健康太極拳教室　生徒募集
　心身の健康を目指し、太極拳を始めませんか。太極拳に
興味のある皆さまのご参加をお待ちしています。見学や体
験はいつでもできますので、気軽にお越しください。
と　き　火曜教室   午前 10 時～ 11 時
　　　　木曜教室   午後７時～８時
ところ　菊池市西部市民センター 
内　容　練功 18 法、八段錦、楊名時太極拳
参加料　各教室、月 1,000 円
問日本健康太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

☎ 0968(25)0696 

イギリス人講師による英会話レッスンイギリス人講師による英会話レッスン

　無料体験レッスン随時実施中です。 レッスン日など、
詳しくはお電話でお問い合わせください。
キッズクラス（親子・幼児・小学生）　 月 4,000 円
中学生クラス 　月 5,000 円

“広報きくち”スペシャル特典 
「広報きくちを見た」で、入会月のレッスン料が半額♪
問英会話スクール ロンドン・アイ・イングリッシュ
☎ 090(9724)3640
　旧菊池聖母幼稚園内（菊池郵便局前）
Ⓗ www.londonienglish.com

　楽しいイベントなど皆さんが知らせたいと思う情報を
投稿してください。編集の都合上、掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。
申込期限　掲載月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　　約 25 文字× 10 行（タイトル除く）
申込方法　原稿を直接、メール、FAX で提出してください。
問●申市長公室広報交流係
☎ (25)7252　Ⓕ (25)2322
Ⓜ kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています市民の広場への投稿を募集していますKikuchi Society（KS 菊池の会）
　友達や家族、菊池を元気にしたい人、元気になりたい人、
コーヒー１杯の時間一緒に考えませんか。
と　き　６月４日㈯　午後５時～６時（毎月第１㈯）
ところ　カフェみちしるべ（大琳寺マクドナルド隣本田ビル）
費　用　200 円～ 400 円（コーヒー代）
　Those who want to be encouraged or want to 
help others/Kikuchi,why don't we talk something 
about practical, meaningful and hopeful over acup of 
coffee? 
問エドワーズ　Ⓜ ritedwards@gmail.com

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市 民 の 広 場

abc
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.23

　ことしは２つの小学校から 59 人の新入生が入学
しました。新しい環境に期待と不安があると思い
ますが、クラスメートや友達と切磋琢磨して１日
１日を大切に、充実した学校生活を過ごしてほし
いと思います。

菊池北中学校

　５月 15 日に開催する体育大会を前に、全校生
徒が集まり結団式を行いました。ことしの体育大
会のテーマは「覚醒～歴史を変えろ！南中革命～」
です。式では「歴代の体育大会で最も素晴らしい
体育大会にする」と実行委員長が宣言したほか、
各団の団長・副団長・リーダーの紹介がありました。

菊池南中学校
高の体育大会を目指して最４月 27 日

第 49 回入学式新入生氏名点呼

体育大会のテーマを発表

新入生代表誓いの言葉

　４月 11 日に入学したばかりの新１年生を対象に
交通安全教室を行いました。花房校区の交通指導
員の米

よ ね

村
む ら

俊
と し

春
は る

さんと菊池市交通安全協会の指導員
を講師に招き、交通事故に遭わない安全な歩行の
仕方や横断歩道の渡り方などを運動場や実際の道
路を使って学びました。

初の授業は交通安全協室最

　最上級生として自覚と責任感を持って学校を
リードしてくれた６年生 91 人が、家族や先生など
多くの人に祝福され、隈府小学校を卒業しました。
式では卒業生一人一人に卒業証書が手渡されたほ
か、卒業生全員による合唱が披露されると会場は
感動の涙に包まれました。

３月 23 日

感謝を込めて合唱 感動の卒業式

来へ羽ばたけ！隈府っ子未

花房小学校４月 12 日

しい仲間と目標に向かって新４月 11 日

七城小学校

　地域の歴史を知ることなどを目的に、先生全員
が参加して七城地区の名所を巡りました。七城に
は、歴史的遺産がたくさんあります。地域のこと
をしっかりと知り、「ふるさとを愛する七城っ子」
を育てるための学習に生かしていきます。

地域の歴史を学びました

城の歴史を学ぶ七４月６日

隈府小学校

横断歩道の渡り方などを教わりました

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

5

　

近
世
の
菊
池
文
教
の
祖
、
渋
江
紫
陽
は
生

涯
独
身
を
通
し
た
の
で
、
伯
母
の
孫
に
当
た

る
松
石
を
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

渋
江
松
石
は
1
7
4
3（
寛
保
３
）年
生
ま
れ
、

名
は
公き

み

正ま
さ

で
す
。
幼
い
頃
か
ら
才
知
に
優
れ

て
い
た
勤
勉
家
の
彼
は
、
父
の
師
で
も
あ
る

加か

が々

美み

鶴か
く

灘だ
ん

に
、
の
ち
に
父
紫
陽
に
つ
い
て

古
学
を
学
び
ま
し
た
。
紫
陽
の
門
下
生
の
中

で
も
特
に
優
秀
で
、父
に
学
ぶ
一
方
、藩
校
「
時

習
館
」
の
第
二
代
教
授
藪や

ぶ

孤こ

山ざ
ん

に
も
教
え
を

請
い
、
一
生
に
わ
た
り
深
い
学
問
上
の
関
係

を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

優
れ
た
師
に
恵
ま
れ
て
学
問
に
励
ん
だ
松

石
は
、
多
く
の
人
々
の
信
頼
を
得
て
亡
き
父

の
私
塾
「
集し

ゅ
う

玄げ
ん

亭て
い

」
を
継
承
し
、
そ
の
名
を

「
星せ

い

聚し
ゅ
う

堂ど
う

」
と
改
め
ま
し
た
。
父
と
同
じ
く
古

学
の
思
想
を
重
ん
じ
て
い
た
た
め
、
星
聚
堂

の
教
育
に
お
い
て
も
紫
陽
の
学
風
を
受
け
継

ぎ
ま
し
た
。
1
8
1
4
（
文
化
11
）
年
、
72

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
23
年
間
に
、
多
く
の

門
弟
を
育
て
上
げ
、
門
下
よ
り
桑く

わ

満み
つ

伯は
く

順じ
ゅ
ん

、

葉は

室む
ろ

黄こ
う

華か

、
町ま

ち

野の

鳳ほ
う

陽よ
う

、
木き

野の

静せ
い

軒け
ん

な
ど
、

有
名
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
松
石
は
、
父
と
同
じ
く
菊
池
一
族
の

顕
彰
（
業
績
を
讃
え
世
間
に
広
め
る
こ
と
）

に
お
い
て
も
偉
業
を
誇
り
ま
す
。
郷
土
の
名

勝
・
旧
跡
を
探
求
し
て
著
し
た
『
菊
池
風
土

記
』
の
中
で
、
中
世
の
菊
池
一
族
の
城
跡
を

「
菊
池
十
八
外
城
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の

渋し
ぶ

江え

松し
ょ
う

石せ
き

（
１
７
４
３
～
１
８
１
４
）

で
す
が
、
そ
の
名
前
は
今
も
な
お
史
跡
の
名

称
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

現
在
は
原
本
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
「
菊き

く

池ち

武た
け

朝と
も

申も
う
し

状じ
ょ
う

」
の
写
し
を
江
戸
の
塙は

な
わ

保ほ

己き

一い
ち

に

送
り
、「
群ぐ

ん

書し
ょ

類る
い

従じ
ゅ
う

」（
※
）
に
採
録
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
、
彼
の
大
き
な
功
績
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
菊
池
武
朝
申
状
は
、
南
北

朝
時
代
に
17
代
武
朝
が
吉
野
の
朝
廷
に
提
出

し
た
も
の
で
、
一
族
歴
代
の
事
績
を
綴
っ
た

歴
史
資
料
で
す
。

　

松
石
は
、
菊
池
一
族
の
歴
史
を
紐
解
く
の

に
欠
か
せ
な
い
功
績
を
残
し
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

※
群
書
類
従
と
は

　

日
本
の
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
い
た

る
ま
で
の
古
書
を
集
大
成
し
た
叢
書
。
塙
保

己
一
が
編
纂
。

菊池十八外城の方位石

本を贈ろう運動
　市内の道の駅や温泉施設などの５施設で構成する菊
池市第３セクター連絡協議会（杉

す ぎ

田
た

貞
て い

治
じ

会長）が、市
内の小学校へ図書カードを贈りました。同協議会は集
めたレシート総額の 0.1％を還元する「本を贈ろう運
動」を平成 22 年から毎年実施しており、今回で６回
目。校長会を代表して隈府小学校の宮

み や

川
が わ

淳
じゅん

一
い ち

校長に
図書カードが贈られました。杉田会長は「今後も子ど
もたちの健全育成に貢献したい」と述べました。

５月 11 日　菊池市第３セクター連絡協議会

世界の平和を祈り戦没者を追悼しました

世界の平和を願いました
　平成 28 年度菊池市戦没者追悼式（菊池市英霊顕彰
会主催）が菊池市総合体育館で開催され、遺族や市民
約 230 人が出席しました。
　式典では戦没者への思いをはせながら、全員で献花
を行いました。誓いの言葉では、前

ま え

田
だ

未
み

結
ゆ

さん（泗水
中１年）と德

と く

永
な が

結
ゆ う

加
か

さん（泗水小４年）が、「いじめ
や差別を見逃さず、誰もが安全で安心して過ごせる世
の中になるよう努力します」と誓いました。

４月４日　菊池市戦没者追悼式

宮川校長㊧に図書カードを手渡す杉田会長㊨
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６月５日
㈰

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

６月12日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

永田歯科医院 大津町 096（293）0588

６月19日
㈰

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

城歯科医院 合志市 096（248）6464

６月26日
㈰

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循
内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

さかい歯科クリニック 菊陽町 096（284）8433

７月３日
㈰

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

山縣医院（内） 大津町 096（293）4430

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

ひろ歯科クリニック 菊陽町 096（285）3456

７月10日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

原賀歯科医院 菊池市 0968（25）0202

７月17日
㈰

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

牧診療所（内・胃） 菊池市 0968（25）2317

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

熊本リハビリテーション病院（歯） 菊陽町 096（232）3111

７月18日
㈪㈷

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

市長からのメッセージ

江頭　実

◆
熊
本
地
震
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
で
も
半
壊
以

上
の
住
家
が
約
２
６
０
軒
、
う
ち
全

壊
・
大
規
模
半
壊
だ
け
で
も
70
軒
以
上

に
上
り
ま
す
（
５
月
23
日
現
在
）。
こ

う
し
た
方
々
に
一
日
も
早
く
日
常
の

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
国
・
県
と
も
連
携
し
全
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
◆
今
回
の
災
害
で
は
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
や
団
体
か
ら
の
救
援
物

資
。
自
衛
隊
や
近
隣
自
治
体
か
ら
の
給

水
車
支
援
。
長
崎
県
と
各
市
町
村
か
ら

の
多
数
の
職
員
派
遣
、
国
交
省
か
ら
の

専
門
家
チ
ー
ム
。
献
身
的
な
活
躍
を
さ

れ
た
地
元
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
。
各
区

長
さ
ん
は
じ
め
地
区
の
皆
さ
ま
、
炊
き

出
し
の
皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
。
温
か
い
資
金
援
助
や
激
励
を
い

た
だ
い
た
全
国
の
皆
さ
ま
。
そ
し
て
、

不
眠
不
休
で
市
民
の
安
全
確
保
に
尽
く

し
て
く
れ
た
市
職
員
。
そ
の
他
書
き
切

れ
ま
せ
ん
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
◆
が
れ
き
の
処
理
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
目
指
す
べ
き
目
標
は
単
な
る

復
旧
で
は
な
く
創
造
的
復
興
で
す
。
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
、
以
前
よ
り
安
全
安

心
な
生
活
環
境
に
な
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 28 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当

まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真
のみ後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

お誕生日
おめでとう!

松
まつ

田
だ

愛
あい

之
の

佑
すけ

くん（○菊 立石）

お
兄
ち
ゃ
ん
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
！

3歳 H25年6月12日生まれ

久
ひさ

留
どめ

愛
あい

結
り

ちゃん（○菊 立石）

か
い
と
兄
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♪

2歳 H26年6月17日生まれ

武
む

藤
とう

樹
いつ

季
き

ちゃん（○菊 東正観寺）

わ
た
し
の
チ
ャ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
は
パ
パ
譲
り
の

太
い
ま
ゆ
毛
よ
♡

3歳 H25年6月11日生まれ

栗
くり

原
はら

貴
たか

幸
ゆき

くん（○菊 高野瀬）

ば
い
ば
い 

に
ぎ
に
ぎ

キ
ラ
キ
ラ 

で
き
る
よ

1歳 H27年6月2日生まれ

山
やま

口
ぐち

夢
ゆめ

友
と

くん（○菊 高野瀬）

バ
ッ
チ
リ
ミ
ナ
ー
！

ゆ
め
と
へ
ん
し
ん
！

3歳 H25年6月5日生まれ

大
おお

島
しま

陽
はる

翔
と

くん（○泗 村吉）

ひ
い
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

1歳 H27年6月22日生まれ

深
ふか

田
だ

優
ゆ

羽
わ

くん（○泗 桜山一）

家
族
の
皆
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

大
好
き
だ
よ
♡

1歳 H27年6月14日生まれ

松
まつ

崎
ざき

りあちゃん（○泗 福本二）

パ
パ
、マ
マ
、じ
い
ち
ゃ

ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡

1歳 H27年6月27日生まれ

中
なか

野
の

銀
ぎん

治
じ

くん（○旭 平）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

い
つ
も

あ
り
が
と
う
ね
♡

2歳 H26年6月20日生まれ

原
はら

本
もと

華
か

帆
ほ

ちゃん（○菊 鳳来）

弟
の
お
世
話
、お
母
さ

ん
の
お
手
伝
い
で

毎
日
大
変
な
の
！

3歳 H25年6月13日生まれ

坂
さか

本
もと

　薫
かおり

ちゃん（○泗 井戸方）

２
歳
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
大
好
き
よ
♡

2歳 H26年6月3日生まれ

上
うえ

野
の

陽
ひ

葵
まり

ちゃん（○菊 栄町）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

パ
パ
、マ
マ

あ
り
が
と
う

1歳 H27年6月27日生まれ

豊
とよ

田
だ

優
ゆう

心
しん

くん（○泗 富の原中央）

地
震
に
負
け
ず

皆
で
頑
張
ろ
う
!!

3歳 H25年6月29日生まれ

徳
とく

永
なが

あずさちゃん（○泗 富の原中央）

び
ち
ち
ゃ
ん
、

じ
ろ
さ
ん
、

だ
ー
い
す
き
!!

2歳 H26年6月16日生まれ

前
まえ

川
かわ

心
こ

晴
はる

ちゃん（○菊 立石）

ひ
だ
ま
り
の
お
友
達
、

先
生 

い
つ
も

あ
り
が
と
う
☆

3歳 H25年6月1日生まれ

1歳 H27年6月1日生まれ
前
まえ

川
かわ

朝
あさ

陽
ひ

くん（○菊 立石）

お
姉
ち
ゃ
ん
と

同
じ
誕
生
日
だ
よ
☆

仲
良
し
姉
弟
で
す
！

私たちは姉弟私たちは姉弟私たちは姉弟

福
ふく

山
やま

綺
い

音
おん

ちゃん（○泗 北原団地）

ば
ぁ
ば
♡
パ
パ
♡

マ
マ
♡
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
遊
ん
で
ね
♪

3歳 H25年6月20日生まれ

1歳 H27年6月16日生まれ
福
ふく

山
やま

千
せ

凛
り

愛
あ

ちゃん（○泗 北原団地）

保
育
園
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
♪
お
姉
ち
ゃ
ん

ヨ
ロ
シ
ク
ネ
♡

私たちは姉妹私たちは姉妹私たちは姉妹
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